
近
世
大
名
墓
に
お
け
る
本
葬
と
分
霊

-

弘
前
藩
主
津
軽
家
墓
所
を
中
心
に
-

一

は

じ

め

に

古
墳
時
代
の
研
究
に
お
い
て
'
古
墳
の
規
模
や
形
態
は
'
そ
こ

に
葬
ら
れ
た
首
長
た
ち
の
身
分
や
首
長
間
の
政
治
的
関
係
を
解
明

す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
｡
そ
の
際
'
古
墳

の
形
態
と
規
模
と
の
関
係
は
'
し
ば
し
ば
'
幕
藩
体
制
下
の
大
名

の

｢格
｣
と

｢禄
高
｣
の
関
係
に
喰
え
て
説
明
が
な
さ
れ
る
｡
古

墳
の
変
遷
か
ら
'
大
王
権
力
と
地
方
首
長
と
の
政
治
的
関
係
の
変

化
や
'
大
王
な
ら
び
に
首
長
の
性
格
の
変
質
が
論
じ
ら
れ
る

一
万
､

近
世
の
大
名
に
つ
い
て
は
'
豊
富
な
文
献
史
料
な
ど
か
ら
'
そ
の

位
置
づ
け
が
明
ら
か
な
た
め
'
少
な
く
と
も
近
世
史
研
究
に
お
い

て
'
大
名
墓
の
在
り
方
が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡

し
か
し
近
世
大
名
墓
は
'
被
葬
者
の
没
年
や
社
会
的
地
位
が
明
ら

か
で
あ
る
が
故
に
'
墓
標

･
埋
葬
施
設

･
副
葬
品
と
い
っ
た
考
古

学
的
に
認
識
さ
れ
る
諸
要
素
が
'
文
献
史
料
か
ら
判
明
す
る
被
葬

関

根

達

人

者
に
関
す
る
情
報
と
ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
を
有
す
る
の
か
'
特

段
複
雑
な
仮
説
を
立
て
ず
と
も
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

一
般
に
近
世
大
名
は
'
国
元
と
江
戸
'
さ
ら
に
は
高
野
山
な
ど
'

複
数
の
場
所
に
墓
が
築
か
れ
る
こ
と
が
多
い
｡
さ
ら
に
'
近
世
大

名
の
場
合
'
転
封
な
ど
の
理
由
で
墓
が
改
葬
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
｡
従

っ
て
'
あ
る
大
名
家
の
墓
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と

す
れ
ば
'
各
地
に
分
散
す
る
墓
地
を
訪
ね
歩
か
ね
ば
な
ら
ず
'
ま

た
た
と
え
訪
ね
て
い
っ
た
と
し
て
も
'
基
本
的
に
墓
地
は
今
日
な

お
旧
大
名
家
の
個
人
管
理
下
に
あ
る
た
め
'
十
分
な
調
査
が
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
｡
こ
う
し
た
理
由
か
ら
'
こ
れ
ま
で
近
世
大
名

墓
は
'
個
別
の
事
例
研
究
は
存
在
し
て
も
'
体
系
だ
っ
た
研
究
の

対
象
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡

近
代
以
降
'
旧
大
名
家
に
よ
る
墓
地
の
維
持
管
理
は
'
明
治
維
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新
と
第
二
次
大
戦
後
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
危
機
に
瀕
L
t
江
戸
の

町
に
営
ま
れ
た
大
名
墓
の

一
部
は
'
そ
の
時
に
失
わ
れ
た
｡
特
に

戦
後
は
'
華
族
制
度
の
廃
止
に
よ

っ
て
旧
大
名
家
に
よ
る
墓
地
の

維
持
管
理
が
難
し
-
な

っ
た
と
こ
ろ
に
'
都
市
の
大
規
模
再
開
発

を
受
け
て
寺
院
の
移
転
が
重
な
り
'
東
京
都
区
内
に
所
在
す
る
大

名
墓
の
改
葬
が
相
次
い
だ
｡
し
か
し
'
そ
の
当
時
'
近
世
の
考
古

学
に
対
す
る
認
識
は
浅
く
'
改
葬
に
際
し
て
正
式
な
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ

っ
た
｡

そ
れ
で
も
'
増
上
寺
徳
川
将
軍
家
墓
所
の
発
掘
調
査
報
告

(鈴

木

･
矢
島

･
山
辺

一
九
六
七
)
を
噂
矢
と
し
て
'
清
春
寺
岡
山
藩

主
池
田
忠
継

･
忠
雄
墓
所

(鎌
木
ほ
か

一
九
六
四
㌧
岡
山
市
遺
跡

調
査
団

一
九
七
八
)
'
経
ケ
峯
仙
台
藩
主
伊
達
政
宗

･
忠
宗

･
綱

宗
墓
所

(伊
東
編

一
九
七
九
㌧

一
九
八
五
)
'
済
海
寺
長
岡
藩
主

牧
野
家
墓
所

(鈴
木
編

一
九
八
六
)
'
寛
永
寺
凌
雲
院
御
三
卿
清

水
家
墓
所

(加
藤
は
か
編

1
九
九
六
)
な
ど
'
少
な
い
な
が
ら
も

着
実
に
発
掘
調
査
事
例
は
積
み
重
ね
ら
れ
つ
つ
あ
り
'
そ
れ
ら
の

成
果
は
'
近
世
大
名
墓
の
実
態
を
知
る
上
で
基
本
資
料
と
な
っ
て

い
る
｡
ま
た
'
近
年
で
は
'
松
本
健
'
谷
川
章
雄
'
古
泉
弘
氏
ら

が
発
掘
調
査
成
果
に
基
づ
き
'
近
世
大
名
墓
の
時
期
的
変
化
や
階

層
差
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

(松
本

一
九
九
二
㌧
谷
川

一
九
九

一
･
一
九
九
六
㌧
古
臭
二
〇
〇
一
)｡

と
こ
ろ
で
'
近
世
大
名
墓
に
は
'
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
｢
本

葬
墓
｣
と
'
遺
体
を
伴
わ
な
い
詣
り
墓
と
し
て
の

｢
分
霊
墓
｣
が

存
在
す
る
｡
こ
れ
ま
で
大
名
墓
に
関
し
て
示
さ
れ
た
見
解
は
'
全

て
本
葬
墓
の
発
掘
調
査
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
｡
本
葬
墓
と
同
数
'

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
分
霊
墓
に
つ
い
て

の
考
古
学
的
調
査
は
'
青
森
県
弘
前
市
報
恩
寺
の
津
軽
家
墓
所
(陸

奥
史
談
会

一
九
五
四
)
と
'
同
じ
-
和
歌
山
県
高
野
山
遍
照
尊
院

の
津
軽
家
墓
所

(岡
本

･
井
上
編

一
九
八
八
)
が
知
ら
れ
る
程
度

で
'
本
格
的
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
｡

一
万
㌧
大
名
の
葬
儀

に
関
し
て
は
'
藩
の
公
式
記
録
や
絵
巻
な
ど
に
基
づ
き
'
個
別
具

体
的
な
儀
式
の
在
り
方
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ
る

が
'
そ
の
場
合
で
も
'
分
霊
が
い
か
な
る
理
由
で
行
わ
れ
た
の
か

を
史
料
か
ら
読
み
と
る
こ
と
は
難
し
い
｡
支
配
の
正
統
性
と
格
式

序
列
を
象
徴
す
る
記
念
物
と
し
て
大
名
墓
を
捉
え
た
場
合
'
本
葬

墓
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
'
分
霊
墓
に
関
す
る
調
査

･
研
究
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
｡

本
論
で
は
'
は
じ
め
に
近
世
大
名
墓
に
関
し
て
'
本
葬
な
ら
び

に
分
霊
の
在
り
方
を
考
古
学
的
見
地
か
ら
検
討
す
る
｡
分
霊
墓
に

つ
い
て
は
'
国
元
と
高
野
山
の
二
箇
所
で
分
霊
墓
の
考
古
学
的
調

査
が
な
さ
れ
た
'
奥
州
弘
前
藩
主
津
軽
家
を
例
に
検
討
す
る
｡
な

お
'
津
軽
家
の
分
霊
墓
に
つ
い
て
は
'
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
長
勝
寺
津
軽
家
霊
屋
の
解
体
修
理
事
業
に
伴
い
'
霊
屋
外

へ
一
時
搬
出
さ
れ
た
遺
品
に
関
し
て
も
今
回
調
査
す
る
機
会
を
得
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た
｡
大
名
の
霊
屋
は
全
国
各
地
に
点
在
す
る
と
は
い
え
'
霊
屋
内

部
の
遺
品
に
つ
い
て
は
､
そ
の
性
格
上
公
表
さ
れ
た
例
が
極
め
て

少
な
い
こ
と
か
ら
､
そ
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
｡
津
軽

家
墓
所
の
検
討
で
は
'
墓
標
や
墓
地
の
絵
図
面
な
ど
を
用
い
て
'

墓
域
の
形
成
過
程
と
構
成
原
理
の
復
元
を
試
み
る
｡
最
後
に
'
大

名
の
葬
制
全
般
に
係
わ
る
画
期
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
述
べ
'
近
世
大
名
の
質
的
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
｡

二

大
名
の
本
葬
墓

こ
こ
で
は
､
発
掘
調
査
事
例
に
基
づ
き
'
実
際
に
遺
体
を
埋
葬

し
た
痕
跡
の
確
認
さ
れ
た
近
世
大
名
墓
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
な

お
､
こ
こ
で
い
う
本
葬
墓
に
は
'

一
次
葬
な
ら
び
に
江
戸
時
代
に

改
葬
さ
れ
た
墓
が
含
ま
れ
'
被
葬
者
は
'
大
名
お
よ
び
そ
の
正
室

･
側
室

･
子
息
女
を
対
象
と
す
る
｡

【徳
川
将
軍
家
墓

･
御
三
脚
清
水
家
墓
】
(第
1
表
)

増
上
寺
徳
川
将
軍
墓
の
場
合
､
時
期
的
な
変
化
は
'
墓
標

･
埋

葬
施
設
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
墓
標
は
､
霊
屋
+

木
製
宝
塔

(
二
代
秀
忠
)
-
霊
屋
+
銅
製
宝
塔

(｣ハ
代
家
宣
)
-

霊
屋
+
石
製
宝
塔

(七
代
家
継
)
-
石
製
宝
塔

(九
代
家
重

･
十

二
代
家
慶

･
十
四
代
家
茂
)
と
変
化
す
る
｡
埋
葬
施
設
は
'
石
室

内
に
据
え
た
輿
を
櫛
と
し
棺
に
桶
を
用
い
た
秀
忠
墓
を
除
い
て
､

家
宣
墓
以
降
'
石
室

(｢御
鞘
石
垣
｣
)
石
榔
内
に
置
か
れ
た
銅
棺

と
木
棺

(｢御
内
箱
｣
)
か
ら
な
る
立
方
体
形
多
重
棺
に
統

一
さ
れ

る
｡
十
八
世
紀
前
半
に
造
営
さ
れ
た
家
宣
墓
､
家
継
墓
'
価
仙子

(家

宣
正
室
)
墓
で
は
'
石
室
上
面
を
漆
喰
で
固
め
る
と
い
う
共
通
性

が
認
め
ら
れ
る
｡
ま
た
'
家
垂
以
降
'
家
慶
'
家
茂
の
3
代
の
将

軍
墓
は
'
い
ず
れ
も
石
室
と
右
横
の
隙
間
に
経
石
が
納
め
ら
れ
て

い
る
｡

歴
代
の
将
軍
は
､
衣
冠
束
帯
姿
で
埋
葬
さ
れ
'
若
干
八
歳
で
こ

の
世
を
去

っ
た
七
代
家
継
の
墓
を
除
い
て
､
太
刀
を
は
じ
め
と
す

る
豊
富
な
副
葬
品
が
納
め
ら
れ
て
い
る
｡
副
葬
品
に
時
期
的
な
変

化
は
認
め
ら
れ
な
い
｡

将
軍
の
正
室
や
側
室
の
墓
標
は
､
秀
忠
正
室
連
子
墓
が
宝
笹
印

塔
で
あ
る
以
外
､
将
軍
墓
に
準
じ
て
'
銅
製
な
い
し
'
石
製
の
宝

塔
が
'
ま
た
埋
葬
施
設
に
は
石
室
石
梯
木
棺
が
'
そ
れ
ぞ
れ
採
用

さ
れ
て
い
る
｡
将
軍
の
子
息
女
墓
に
つ
い
て
は
'
埋
葬
施
設
が
正

室

･
側
室
墓
に
共
通
す
る

一
万
'
将
軍
や
そ
の
正
室

･
側
室
墓
に

比
べ
副
葬
品
は
乏
し
-
､
墓
標
も
宝
塔
で
は
な
-
宝
笹
印
塔
で
あ

る
｡増

上
寺
徳
川
将
軍
家
の
墓
の
な
か
で
'
二
代
将
軍
秀
忠
の
正
室

達
姫
の
み
が
火
葬
さ
れ
て
い
た
｡
土
葬
さ
れ
た
遺
体
は
'
明
治
十

年
に
な

っ
て
宮
内
省
に
よ
る
埋
葬
が
執
り
行
わ
れ
た
静
寛
院
宮

(十
四
代
将
軍
家
茂
正
室
)
が
寝
葬
で
あ
る
以
外
'
全
て
座
葬

(粁



5

据

･
胡
座

･
正
座
)
で
あ
る
｡

寛
永
寺
凌
雲
院
の
徳
川
御
三
卿
清
水
家
の
墓
所
は
'
発
掘
調
査

以
前
に
改
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
'
墓
標
や
副
葬
品
に
関
す
る

情
報
を
大
き
く
欠
い
て
い
る
が
'
当
主
な
ら
び
に
正
室
墓
に
は
石

室
石
榔
木
棺
が
'
ま
た
子
女
墓
に
は
右
横
木
棺
が
用
い
ら
れ
て
お

り
'
将
軍
家
に
準
じ
た
形
で
墓
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
｡

【大
名
墓

(
一
次
葬
)
】
(第
2
表
)

墓
標
の
形
式
は
'
各
大
名
毎
に
選
択
が
な
さ
れ
て
お
り
'
あ
る

一
つ
の
大
名
家
を
と
っ
て
も
'
当
主
'
室
'
子
息
女
な
ど
身
分
に

よ
り
形
式
に
差
が
み
ら
れ
る
場
合
が
多
い
｡

当
主
や
室
の
墓
で
は
'
埋
葬
施
設
に
'
石
室
な
い
し
石
櫛
が
採

用
さ
れ
る
事
例
が
多
い
が
'
池
田
忠
継
墓
や
上
杉
治
憲
墓
の
よ
う

に
石
を
用
い
ず
木
椀
と
す
る
例
や
'
南
部
垂
直
墓
の
よ
う
に
'
土

境
内
に
直
接
蔵
骨
器
を
置
く
例
な
ど
も
確
認
さ
れ
る
｡

発
掘
調
査
さ
れ
た
大
名
墓
の
う
ち
'
火
葬
骨
が
発
見
さ
れ
た
の

は
'
明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
没
の
津
軽
信
義
墓
'
寛
文
四
年

(
一

六
六
四
)
没
の
南
部
垂
直
墓
へ
元
禄
八
年

(
一
六
九
五
)
没
の
松

平
直
矩
墓
の
み
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
十
七
世
紀
後
半
に

属
し
て
お
り
'
時
期
的
な
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
｡
そ
の
ほ
か
年
代
を
反
映
し
た
葬
法
と
し
て
は
'
石
室
内
駕
寵

櫛
や
桶
棺
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
石
室
内
に
駕
寵
櫛
を
置
く
例
は
'

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
'
池
田
忠
雄
墓
'
伊
達
政
宗
墓
'
伊
達
忠
宗

墓
に
限
ら
れ
る
上
'
二
代
将
軍
秀
忠
墓
の
石
室
内
輿
櫛
と
の
類
似

性
も
高
い
こ
と
か
ら
'
十
七
世
紀
中
頃
に
特
徴
的
な
葬
制
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
桶
棺
も
徳
川
秀
忠
墓
を
は
じ
め
'
池
田
忠

継
墓
'
伊
達
政
宗
墓
'
伊
達
忠
宗
墓
な
ど
'
十
七
世
紀
前
葉
か
ら

中
葉
の
時
期
に
限
ら
れ
る
｡
整
棺
を
用
い
た
土
葬
で
は
'
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
'
元
禄
十
二
年

(
〓
ハ
九
九
)
に
死
亡
し
た
'
徳
島

藩
五
代
藩
主
の
三
男
蜂
須
賀
老
之
丞
の
事
例
が
最
も
古
い
が
'
主

と
し
て
十
八
世
紀
以
降
の
葬
法
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ

る
｡副

葬
品
が
'
被
葬
者
の
社
会
的
地
位
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
'
同
程
度
の
家
格
の
大
名
で
あ
っ
て
も
'
大
名

家
毎
の
差
が
大
き
い
｡
複
数
の
藩
主
墓
が
調
査
さ
れ
た
'
仙
台
藩

主
伊
達
家
や
長
岡
藩
主
牧
野
家
の
事
例
で
は
'
各
々
'
歴
代
藩
主

の
副
葬
品
や
死
装
束
に

一
定
の
共
通
性
が
み
ら
れ
る
｡
先
例
に
倣

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

【大
名
墓

(
二
次
葬
】
(第
3
表
)

明
治
初
年
ま
で
に
改
葬
な
い
し
分
骨
し
た
遺
体
を
再
葬
し
た
墓

で
'
発
掘
調
査
例
が
十
件
ほ
ど
あ
る
｡

一
次
葬
同
様
'
火
葬
は
十

七
世
紀
代
に
多
い
｡

元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
に
京
都
で
没
し
た
上
野
館
林
藩
二
代

藩
主
榊
原
康
勝
を
葬

っ
た
館
林
市
善
導
寺
の
墓
か
ら
は
'
火
葬
さ

れ
た
下
顎
骨
と
歯
の
み
が
納
め
ら
れ
た
柿
右
衛
門
様
式
の
有
蓋
色
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第 3表(1) 大名家の本葬基 (二次董)

被 弗 市 被葬者の身分 .什会的地位 9t:亡年月ll 9t:亡した場所 鉄 標 牲 葬 施 設

榊 lLT 頼 政 群馬県解体rri善導寺 上野館林滞(10ガIJy)初代藩_i:_(普.い) 慶長11年目605)5)‖4LJ 館林 宝役印塔 上端

津 軽 f亡j~ 属 古鹿県弘前市軌世.‡ 陸奥弘前癖(5ノJLll-):i代癖 E;_ 明暦元年日655)11日25日 frJL L1.輪塔 人体港農*J抜式T1棺裁骨器

良 市 院 (都油 r-<二済加寺 地縁斥間瀬(7.JI万TJL)2代膚 [:..lL'J克′LEV 'k文 41f:.(1(]64)liEl5n10F] 汀Ji '左隣EJ)塔 JJA林成甘器

綾 川 朋 弔 〔那港rf芝脚 J-_守 3代将軍'家光祁:ド(-,6代相弔l#常父 延実6年日678)9J114日 竹丘 T1垂木棺(Ti灰先頃)

Jl- 脈 く郡漣lメ二済海寺 越後長岡蕗(7.47771')4代藩1三正室 耳保17年(17.12)ZJ127口 江戸 宝笹印堺 石林牡相成骨器

牧即忠榊.鵜勿船 (都連l*_済砧寺 越後長r凋-#(7.4ノj4i)9代推 し(雀.1】).JL雀 大株2i1:-(183日 .人保 4年日833) IIili.1"Lrj 'iII笹El]塙 農17鹿骨器

牧 野 ,IL'.雅 .過 舶 I.r都湛lメ二済軸寸 越後托開港(7.477イ11)川代港l:_(と.fJ).Lli玉 吹政 r)午(18Llj8).明机(]11二.(188日) 'ii駆l1日希 詣 Jj鹿†;港

牧 野 忠 恭 .荘 巧さ .'郁港rキ済血寺 越後良FB)蘇(7.4ノjL1-)日代潜1:Y(老LtJ).lf宅 明約11年目878).虜艦:!年目867) 長岡 .iT.i 'i二院L11塔 蓋√i歳骨器

第 3表(2) 大名家の本葬基 (二次基)

被 葬 舌 遺体等の肌況 副 葬 品 備 考 文 献

榊 原 康 政 火葬 な し :川司忌に塵tJA遺J-_1川)凹忌に鬼tJL惇役 rq挺ほかl993

榊 原 康 勝 火葬 な し i削■j.は下顎.汁と幽o)み lOOlul忘に葛77修復 岡蛙ほか1洲:I

津 軽 L.;; 禿 火葬 な し 鹿骨器はlriA発蛇腰l一F三耳.在 ~文化 8年日811)五輪堺膳縦 陸奥史淡会1954

長 ヌi 院 上手巨再葬 カワラケ3染付毒物1 鈴木編 i)86

綾 川 綱 垂 t#再# 金利f-地車丸紋人Y)鞘の飾 .̂I)l無文巡プJJL柄のLJ帯1 '吉永JL.年目7()4),僻id)臨よy)改葬,H唄(高さ約 :tm.繕約10m) 鈴木 ./J<鳥 .lJliillg67

lF 姫 火葬 缶fl虹皿2京枕人形L叙削 ､箱l飼WJ､掛 銀製確管L硯1数珠17フラン他 イJ'製墓誌 .鋼板葛誌出土 鈴木編l986

牧即.Lil.柿 .満動船 卜葬巾鼻 ut!鏡I削JJ形ガラス2 銅板島誌LP.I-_ 鈴木編1986

牧野,lTuJ.雅 .速射 [-.非再# なし 鋼板墓誌lLl.上 #^Gl986

牧野.'L■､依 .托船 卜_葬巾令弟 なし 前に済海 牛に埋兆されたJ｢.宅の墓に遺骨の一部を再合葬 ? 鈴木絹1986
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絵
磁
器
小
壷
が
発
見
さ
れ
て
い
る

(岡
谷
は
か

一
九
九
三
)
｡
歳

骨
器
に
用
い
ら
れ
た
小
壷
は
'

二
ハ
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に

生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
'
百
回
忌
に
あ
た
る
正
徳
四
年

(
一
七

一
四
)
'
五
輪
塔
を
建
立
し
た
際
に
改
葬
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
｡

明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
'
増
上
寺
常
照
院
か
ら
元
麻
布

へ
改

葬
さ
れ
た
'
肥
前
佐
賀
藩
十
代
藩
主
鍋
島
直
正
正
室
盛
姫

(国
子
)

の
棺
は
'
銅
棺
と
木
棺
か
ら
な
る
多
重
棺
で
あ

っ
た

(高
山

･
牟

田
二
〇
〇
〇
)｡
こ
の
よ
う
な
棺
は
'
寝
棺
と
座
棺
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
'
江
戸
時
代
に
は
増
上
寺
の
徳
川
将
軍
墓
の
み
に
認
め

ら
れ
る
型
式
で
あ
る
｡

一
万
'
寝
棺
と
い
う
点
で
は
'
明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
宮
内
省
に
よ
る
埋
葬
が
執
り
行
わ
れ
た
静
寛
院
官

(十
四
代
将
軍
家
茂
正
室
)
の
棺
と
共
通
し
て
お
り
'
神
葬
祭
に

則

っ
た
葬
法
と
思
わ
れ
る
｡
明
治
維
新
後
'
徳
川
家
に
替
わ
っ
て

権
力
の
中
枢
に
あ

っ
た
旧
有
力
大
名
家
が
'
自
ら
の
神
葬
祭
の
な

か
に
'
部
分
的
に
せ
よ
'
将
軍
家
の
葬
法
を
取
り
込
ん
で
い
る
点

は
注
目
さ
れ
る
｡

三

弘
前
藩
主
津
軽
家
書
所
に
お
け
る
本
葬
と
分
霊

『
津
軽
史
事
典
』
(弘
前
大
学
国
史
研
究
会
編

一
九
七
七
)
に

よ
れ
ば
'
弘
前
藩
主
津
軽
家
の
墓
所
は
'
江
戸
で
は
､
上
野
の
津

梁
院
を
は
じ
め
'
常
福
寺

･
西
福
寺

(浅
草
)
'
祥
雲
寺

･
東
江

寺

(渋
谷
)
､
音
源
寺

(青
山
)
'
弘
福
寺

(牛
嶋
)
'
宗
参
寺

･

竜
門
寺

(牛
込
)
'
養
源
寺

(駒
込
)
'
大
円
寺
(芝
)
'
養
寿
院

･

凌
雲
院

(上
野
)
'
総
泉
寺

･
法
花
寺

(不
明
)
の
以
上
十
五
カ

所
'
国
元
で
は
'
草
秀
寺

･
長
勝
寺

･
報
恩
寺
を
は
じ
め
'
貞
昌

寺

･
藤
先
寺

･
耕
春
院

八宗
徳
寺
)

･
鳳
松
院

･
盛
雲
院

･
隣
松

寺

･
梅
林
寺

･
円
明
寺

･
法
立
寺

･
本
行
寺

･
海
歳
寺

(弘
前
)
'

保
福
寺

(黒
石
)
'
高
照
神
社

･
百
沢
寺

(岩
木
町
)
の
以
上
十

七
ヶ
所
に
分
か
れ
て
い
た
O

津
軽
家
の
当
主
な
ら
び
に
そ
の
正
室
の
墓
に
限

っ
て
も
'
江
戸

上
野
の
津
梁
院
と
浅
草
の
常
福
寺
'
国
元
の
草
秀
寺
'
長
勝
寺
'

報
恩
寺
'
高
照
神
社
と
多
数
の
墓
所
が
存
在
す
る
｡
参
勤
交
代
の

制
度
が
確
立
す
る
前
に
京
で
没
し
た
初
代
為
信
を
除
き
'
二
代
信

枚
以
降
'
歴
代
藩
主
は
'
江
戸
'
弘
前
の
い
ず
れ
か
に
本
葬
墓
を

持
ち
'
残
る
片
方
の
地
に
分
霊
墓
を
有
す
る
｡
ま
た
'
四
代
か
ら

六
代
藩
主
を
除
い
て
'
高
野
山
の
遍
照
尊
院
に
も
分
霊
墓
が
造
ら

れ
る

(第
4
･
5
表
)｡
藩
主
の
正
室
に
つ
い
て
は
'
初
代
と
二

代
は
弘
前
の
長
勝
寺
に
'
妻
子
の
江
戸
在
住
が
確
立
し
た
三
代
以

降
は
江
戸
上
野
の
津
梁
院
に
'
そ
れ
ぞ
れ
本
葬
墓
が
あ
る
の
み
で
'

分
霊
墓
は
確
認
で
き
な
い

(第
6
表
)｡

こ
こ
で
は
'
津
軽
家
の
当
主
と
そ
の
正
室
の
墓
に
つ
い
て
'
分

霊
墓
を
中
心
に
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
'
墓
域
毎

に
'
そ
の
形
成
過
程
と
構
成
原
理
を
論
じ
る
｡



第4表 弘前藩主津軽家の本葬董 (藩主)

淋 卜 俗 名 法 名 タヒL牛月ll 死 亡地 早:午 タヒ亡峠のTr位 木 雅 地 人界地の息標

糾代 梓畔為Il=; 瑞祥㍍三殿 人等契機 大は I: 健li12if:-(16()7)12月 5ll 京 都 58歳 従 lこ位 卜 弘 前 押洞T,;三組軽LH中二秀 FJA= 棋 内'_ii魅HJ塔 (文化年rJLi1人惨坪 )

2代 ill-:醗1,==.-秩 津染院上殿轍 人脚部一定伽 a._永 8il:-(1631)3)118rl 汁 )i 46歳 従 71-_付.卜越.IlJJ 江)~7人台茄伯滝IIJ常砧 .t1-I /l輪 i々J(大和JCi-F:.に川架院へ移動)
江Ji人台京 東叡 山沖梁院 /J輪塔

:う代 津l陣I｢i-_花 f七光院殿LIJT峯'jiJ{職人I...--l二 明肺 jtil-'-(1655)llI125rl 汀ノf 37歳 従瓦f:)A.トトtf,.:i:r tllJ7人f,(,;ミ東叡 山沖梁院 f1輪塔 (現在,u:‖行lメ二妙讃!ー~二へ)
仏前 人f一石で -輪IIJ報恩 キ fl輪梢こ

4代 津軽一.政 妙心院上位泰潤沢宮 人J.T.-1- √▲I.永7乍･(171())1L)JH8Ll 弘 riiJ- 65歳 従 ll:位 下越申｣:r 高岡怒社 (税 }li木町t宅7;照 神社) 糠瑚一一弘風社殿 (̀去永7/+頃進 とllh)

5代 き榊f_I.杏 _立に院KL什定徹心 人J.1.JJt ウ:3勺-(1746)日119lt TTI.77 78歳 隠川 (従 /l付 トト佐′､γ) Tr_)1 人子}',JL:東斬llJ沖繁院 TIA_輪堵?(現在J軒在小tlJJ)

6代 tlt-申fl,A 生娘休院GL的道妙囚 人I,[.J--I 延 すJL勺･(1744).r-))J25rl 弘 一ラ音JJ 26歳 従 ′TJ.位 卜1_i羽守 弘 的 冊湘',JL:太,I/.Illli勝 寺 ′蓋帖(凌芸h)内無縫堵 (Jjf永3叶畑 J_)

7代 tIt申削 呼 成再院鵬梅渓常農 人I.I;-t 入明 4勺･(1784)r笠日日2日 ㌢_.ノ｢ 46歳 従 /l二位 下越lい̀､1= 汁)-i =̂台',iミ東叡 Lll津梁:院三 方.輪堵 (甥.ZI_所在ィ､tlJJ)

8代 tLt軽一.明 牌 孝院蝦 県境 宵鮒 人I.lH- 貰政 3乍-(1791)6)J21Fl ‖17 3()歳 従 /1二付f I-_佐′:)I 江Ji 人台',iJ<東叡 山津繁院 力輪塔 ()光れ.所在小HJl)

9代 tFr.舵守親 1-_仙院鵬と格三人僧 都桃翁舜.刺 ^Lk41-(1833)6)114日 チ.ll 69歳 隠居 (従VLl什 下前fキ従) tTj'-人fil,;J<央叡llJfft染院 A輪塔 (瑚一LJ所 在1く明)

川代 tlt.l-<羊I,;帆 寛鹿院殿深遠 √歳 入I.I,I.I 文久 2.(1862)10)114円 才 一 _ Ji 63歳 隠I六(従VL1位 下前侍従) T~｢戸 大台',;ミ央叡 山梓染院 flil輪堵 (現れ.llTr在小tlJl)

日代 川軒順承 政他院殿捗退幼 光人M I 慶鮭J亡イ･(1865)2日 5日 t l _ ノ ~~i 66歳 隠居 (従VL1位 T:lifJ■侍従) 汀′~-了天h',;て如叡 山沖繁院 ム輪堵 (現Lr所 4三小明)

第5表 弘前藩主津軽家の分霊墓 (藩主)

搬 卜 仔i 名 i:i. r] JJ} J.Ji; 也 分 '霊 地 の 俵 標 I/}'よ地の仲井施.班 .lL'.卜lrJl11甘 備 yJ.

初代 津群れ信 瑞祥-院脱巨人Lt;染拙 人I.1,rLl: *Ll州 穴 ;三高即lLI舶竹 串院 /工輪塔 =抄tLI) ･トtlJー 2lLl,A.由にJJl輪塔j日立
札リ十1し ;J<摘即 ILlihl.L叫尊院 l､簾印堵 小tlJJ 丸和iT:-rLi7造 T>_J九ll_…子J--)j小uj1

2代 川軒信杖 I.Jも源院殿 沢僻 央諸 人J,lド 弘 BfJ'押 ミ̂ -平Illli勝 1J= 一重(典巌 台)内知縫塔 (曳永 8イ7:.姐llr.)Li;姪 内に彩色木製 IT二輪塔 と).lf沖壱 lilf沖 __ミ耳一番に過饗?
tIt.梁院殿撒 人付7都寛T触 紀州 TE '<摘野 ILlihd竹串院 LL輪堵 (1抄ギ) 1<tlJ] 他 に寵 永 4il:-の辿体LL輪塔 あ り

3代 相伴Il=-.Ljq 什 光院蝦J=Ti宰J,;こ職 人居1二 弘 前 押 三人 ､V.Lllli勝 '午 '&.hiL_(L'A]実 子)内軸縫格 'L鳥ミ内に彩色木魁/I-_輪塔 一志一着は鹿永 4勺:-修復
紀州 iliI ミ高野山ihi,rm尊院 IL_輪塔 (紗ギ) 1<uJJ 27回′tt.に /上輸構造寸.

4代 津軽一,i~政 抄心院殿 廉潤 的鴬 人I.I:-土 弘 前 大 ;≡ .輪 lJJ報恩 ]ー-, IL輸塔 +iLif_jlL棟 木fll.:(抹茶 .御璽符) ,I,:川押迫)j式に よる井儀
TLI.J1 人 ぶ.火叡LIJ沖染院 ft輪塔 (現 在:. 文京L*南裕 ,hI.へ) 人調査

6代 津軽I.=;拷 rf志雄院殿震 小知博 大I.卜 71二戸 天 ;こ火叡lll津観院 /上輪塔一.)(現在所 在ィ､uJ]) 未調 査
!朗休院殿 損道妙関 大J.Iド 弘 前 天 ミ一輪lLI報恩 -1lI /J二輪塔 農jl'木棺 (遺物 な し)

7代 相伴I.iJ轡 成再院般梅挟常 美人I,J.'J上 弘 前 夫 if .輪 山報恩 -キ lこ輪塔 (昭和2911.'.,li勝 寺へ) 糾 合式イ1'相 (別巻削:(.牌 .木箱)
紀州 ftrJ'宗高野山ihi,ln畔院 /t輪塔 (花舶fi) ィ､明

8代 川蝉I.I-.L明 ㈹ 孝院上位的墳 汗照 人I.I;-十二 弘rLJ了j人+.t'X 一輪山報恩寺 /l輪塔 (昭和29イ1:-,)ミ勝 寺へ) 糾 合Jth'折 (銅製位牌 .木箱)
紀州 fl.lLiH:.島野 JIJi日照 尊院 l工輪塔 (花描半子) 遺髪 を納めた嚢

9代 川蝉寧親 1二仙院鵬撒 人僧 都桃翁舜.刺 弘揃 夫h1ミ 一輪 山報恩 -キ IL輪堵 (昭和29イI.A-.li勝寺へ) 剖抜式j1-棉 (銅製位牌 .舶3本)
hlJ).Hit:Li一方ミ高野 山i由照 尊院 /ー輪堵 (花幽半i) 小uJ1 1周忌に ll二輪構造 廿_

1()代 川軽I.;.JJIVI 寛厳院殿深遠 √義 人J.I.J--t 弘 前 天fl,'茄 .輪 山報恩-キ /l輪塔 (昭和29iF.I.,Ji勝 寺へ) 剖抜武石W.I(糾恥位牌 .過髪 .義 歯)
紀州 氏 よ高野 山遍照 尊院 /l輸堵 (花舶fi) 1<û 1周一副 こFT-_輸塔造 寸

11代 ‖咋f_鵬席 政彼院殿惇j凸幼 光人情1て 弘 前 天 三̂ .輪 LTl報恩-守 IL輪塔 (昭和29勺.I.,li勝 与へ) 剖抜Jtj1-棺 (銅製什牌)
紀州 貞 ′r▲三品野 山ihilm尊院 ll_輸塔 (花脱げ÷) 1､日り



10

吋.奪 Sqa-i日没⊥三丑IS≒号-｣蘇重_＼｣替辛ii<壬】韻⊥iI王手t; 壷i<チ壱隻ぶ隻葦#≦

聖蛋 #淫卓-T 撃 #

写 育 守 守 冨 育 亨 亨 亨 亨

淫善言 て■て■て■T■て■ T■T■T■て■T■≡ くこljF; くニーよこ =ヾhill -.･.--くこh= - - - - -

ど卓辛ヰ ､1- 1'=準至 責守 午守 くこi くこヨヲ 一ヽ重ミ 亡妻'くこき 立至ヲ｣こ守 一ヽ守

逮■L噌 壬田 SELd 筆 SFI,｣鍾lJ 筆 SE七 ? ? SE●｣ SE 普1,｣

卓 塗 I.I 壬】守た.:~二

塗 王室# 謹華 謹# 迷# 退学 皇室,# 盟革 謹･g -3革 謹# 盟華

･..y 也 隻 こユi e=隻 ≡ モ 葦 隻 -･S ･f 義 義 轟 壷 秦 壷 轟 壷 秦 義

*i ⊥i ii a 等 二謀1l,こ謀 こ宗 こ宗 等 等.ll,等 等 二謀

弓 専 ± ±

こう チ チ ∴F チト= 華 T チ チ --T 丁 Tr 管 叫 チ- 垂 垂 qitJ-i 3',■■･.■ヽ蛋 童 垂 垂 蛋 冒

壷占｣壷 箪 こぎ 左葉* i土｣壷･鮮-馨垂 壷土_立上_主 馨章くり∫-●.. '.｢ 筆 盲 =-.●■* 二* I.ナ 千≡i I.T -.草# * 義 壌 壌 巻 * 巻 *
エノ ⊥ノ ど エノ 4ノ ⊥ノ ⊥ノ エノ エノ 4ノ ⊥ノ iJ ⊥ノ iJ

■ヽ-丁り Llつ ■ヽ- こ､ ■ヽ- ■ヽ- ■ヽ-ち ■ヽ-NS CY? 'く:r I.C トー :ココ - - - -

こ 亨 増こ､ 増Sg確S 増トー 育 S 増丁｡ 堰しー 写 増 確CC 確%3 哩CY7T■'く:r Uつ T■∵= トー トー T■'く:r し~

翠 毒 1~ 1~ 1■

-｣l# 弓 ⇒ .i 3(

⊂= ⊂=N トー =ニド- ⊂=Lr〕トー 三 < ⊂= ⊂=CY'つくく)'く:r i L1-_トー トー - q⊃ - S CTB(.〇 トー q⊃

｣■エ コ CX3Nくく)二 :ココtD 芸くく)§ 完トー ≡ Lla:ココ き 等CC ラ 歪 〇〇°寸｡⊃ 妄 至

■ト､L-.⊥｣耳.≡ rチリA 慕 普i 卓-,:r 石.～_ゝ｣ A 富 ご=~てこ,:r⊥ -lg ･'J★ 三ti

# * 一二 メ串 ヨ T-i ･JLiZJj/さ-i 逮-1く壁上イ胡 萄 jj1 窒≡＼

ネコ -TiJ?, JE iE ⊥=1

Jy 一群 一群 iE= ~こ±iJy

i′コここ i辛# ii舵 i義 i騨負 i即金 i:i# i畢 i戟# i冨i i#怠 i冨那 i■iii⊂i章一＼

三三単量蛋 ≡辛 畢′コi t≦ii コF#辛 二三古鷲 部ー⇒型蛋 I-S 車重 出.｣蛋 那恵:蛋 I:Q.｣垂 lT主辛 潔盲壁

盟窒 追遥 -3華 -3基 謹粥 -3-｣ 盟こ呼 ･&要 ･3,i 盟至 ･3三空 謹 追i 盟
# 車 ･呈 jii垂 l= 壷 i 逮 這 ≒こ耳

ネコ 蛋 妥

三文 ≡訂-i ≡訂 三又 i il､== 革嶺 ≡訂 一ヾ一苛
i 望 鳶 ヒトi 望 こゝ くさ ･35こゝ くさ ･35

(刷
州
横

)

柵
轍
や
W
僻
獣

米

州

横

堤
Y
E

侭

9
推

【長
勝
寺
】

青
森
県
弘
前
市
西
茂
森
町

一
丁
目

①
寺
域
の
成
立
と
霊
屋
の
造
営

曹
洞
宗
太
平
山
長
勝
寺
は
'
弘
前
城
の
西
南
方
向
に
の
び
る
台

地
の
は
ず
れ
'
土
手
と
空
濠
と
で
仕
切
ら
れ
た
城
の
外
郭

(長
勝

寺
構
)
の
最
奥
部
に
位
置
す
る
｡
弘
前
城
築
城
の
翌
年
に
あ
た
る

慶
長
十
五
年

(
一
六

一
〇
)
か
ら
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
に
か

け
'
長
勝
寺
構
に
は
'
長
勝
寺
を
は
じ
め
と
す
る
三
十
四
の
曹
洞

宗
寺
院
が
集
め
ら
れ
'
大
規
模
な
寺
院
街
が
形
成
さ
れ
た
｡
延
宝

八
年

(
一
六
八
〇
)
に
編
ま
れ
た

｢長
勝
寺
並
寺
院
開
山
世
代
調
｣

(長
勝
寺
歳
)
に
よ
れ
ば
'
長
勝
寺
は
'
享
禄
元
年

(
一
五
二
八
)
'

津
軽
家
の
祖
と
さ
れ
る
大
浦
光
信
(法
号

‥
巧
樹
院
殿
長
勝
隆
栄
)

の
菩
提
を
弔
う
た
め
'
光
信
の
居
館
の
あ

っ
た
種
里

(西
津
軽
郡

鯵
ヶ
沢
町
)
に
'
光
信
の
子
盛
信
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
｡
そ
の
後
'
大
浦
氏

(津
軽
氏
)
の
居
館
が
大
浦
城

(中

津
軽
郡
岩
木
町
賀
田
)
'
堀
越
城

(弘
前
市
堀
越
)'
高
岡

(弘
前
)

城
と
移
動
す
る
と
共
に
'
長
勝
寺
も
移
転
を
重
ね
て
い
る
｡
初
代

弘
前
藩
主
為
信
は
'
慶
長
十
二
年

(
一
六
〇
七
)
'
京
で
没
L
t

後
に
弘
前
城
が
築
か
れ
る
高
岡
と
は
岩
木
川
を
隔
て
た
対
岸
に
位

置
す
る
曹
洞
宗
津
軽
山
草
秀
寺
に
葬
ら
れ
た
｡
現
在
'
長
勝
寺
に

は
'
本
堂
の
西
側
に
'
為
信
の
厨
子
を
納
め
た
御
影
堂

(重
要
文

化
財
)
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
る
｡
御
影
堂
の
建
造
年
代
は
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
が
'
為
信
の
死
か
ら
3
年
後
に
始
ま
る
長
勝



ll

寺
横
へ
の
曹
洞
宗
寺
院
集
中
化
政
策
に
お
い
て
'
長
勝
寺
へ
の
藩

祖
為
信
の
分
霊
は
'祖
先
崇
拝
と
君
臣
秩
序
の
再
確
認
の
上
か
ら
'

必
要
不
可
欠
な
措
置
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

長
勝
寺
に
は
'
津
軽
家
の
墓
所
と
し
て
'
現
在
5
棟
の
霊
屋

(重

要
文
化
財
)
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
5
棟
の
霊
屋
の
う
ち
'
実
際
に

遺
体
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
本
葬
墓
は
'
環
月
台
(初

代
為
信
室
戊
姫
墓
)
'
明
鏡
台

(
二
代
信
牧
童
満
天
姫
墓
)
'
凌
雲

台

(六
代
信
著
墓
)
の
3
基
で
'
残
る
碧
巌
台

(
二
代
信
枚
墓
)

と
自
雲
台

(三
代
信
義
墓
)
は
分
霊
墓
で
あ
る
｡
管
見
に
よ
れ
ば
'

江
戸
時
代
の
長
勝
寺
の
境
内
を
描
い
た
絵
図
面
と
し
て
は
'
｢
長

勝
寺
境
内
之
図
｣
(弘
前
図
書
館
歳
)
と

｢長
勝
寺
之
図
｣
(宮
川

慎

一
郎
氏
蔵
)
が
あ
る
｡
後
者
は
文
政
八
年

(
一
八
二
五
)
の
年

号
を
有
す
る
｡
前
者

(第
1
図
)
の
製
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
'

両
図
面
に
描
か
れ
た
位
牌
堂
と
初
代
為
信
の
御
影
堂
の
位
置
関
係

の
違
い
か
ら
'
御
影
堂
が
大
改
造
さ
れ
た
文
化
二
年

(
一
八
〇
五
)

以
前
に
描
か
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
｡
い
ず
れ
の
絵
図
に
も
現

存
す
る
五
棟
の
霊
屋
に
加
え
て
五
代
藩
主
信
寿
男
信
興
の
墓
所
が

描
か
れ
て
い
る
｡
後
述
す
る
よ
う
に
'
信
興
は
享
保
十
五
年

(
一

七
三
〇
)'
江
戸
で
死
亡
L
t
上
野
の
津
梁
院
に
葬
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
'
絵
図
に
あ
る
墓
は
分
霊
墓
で
あ
る
｡
こ
の
分
霊
墓
に

霊
屋
が
存
在
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
が
'
｢
長
勝

寺
境
内
之
図
｣
に
お
い
て
'
信
興
の
墓
所
と
他
の
霊
屋
と
の
表
現

方
法
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
'
少
な
-
と
も
十
八
世
紀
末
頃

に
は
霊
屋
は
存
在
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い

(第
1
図
参
照
)0

ま
た
'
『弘
前
藩
庁
日
記

(国
日
記
)』
に
は
'
貞
享
三
年

(
一

六
八
六
)
へ
長
勝
寺
に
三
代
藩
主
信
義
重
富
宇
姫

(慶
林
院
殿
)

の
御
霊
屋
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
が
'
現
状
で

は
勿
論
'
｢
長
勝
寺
境
内
之
図
｣
で
も
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い

(註
-
)｡
も
し
'
先
例
'
す
な
わ
ち
碧
巌
台

･

明
鏡
台
に
倣

っ
て
慶
林
院
殿
の
霊
屋
が
造
ら
れ
た
な
ら
'
三
代
藩

主
信
義
の
霊
屋

(自
雲
台
)
に
向
か
っ
て
左
側
に
位
置
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
が
'
現
在
そ
の
場
所
に
は
'
｣ハ
代
藩
主
信
著
の
霊
屋

で
あ
る
凌
雲
台
が
存
在
す
る
｡
慶
林
院
殿
は
上
野
の
津
梁
院
に
本

葬
さ
れ
て
お
り
'
長
勝
寺
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
霊
屋
は
分
霊
墓

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
'
津
軽
家
の
歴
代
藩
主
の
正
室
の
な
か
で

他
に
分
霊
墓
を
も
つ
例
は
み
あ
た
ら
な
い
｡
長
勝
寺
に
あ
る
正
室

の
墓
'
す
な
わ
ち
環
月
台
と
明
鏡
台
は
い
ず
れ
も
本
葬
墓
で
あ
り
'

そ
れ
ら
と
同

一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
『
国

日
記
』
に
は
'
度
々
霊
屋
の
修
理
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
'
慶

林
院
殿
の
霊
屋
に
関
し
て
は
'
建
立
の
開
始
の
み
が
記
載
さ
れ
'

修
復
の
記
録
は

一
切
見
当
た
ら
な
い
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
'
慶

林
院
殿
に
関
し
て
は
'
当
初
長
勝
寺
に
分
霊
す
る
計
画
は
あ
っ
た

が
'
最
終
的
に
霊
屋
は
造
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
同

様
に

『
国
日
記
』
に
は
'
天
明
四
年

(
一
七
八
四
)
江
戸
で
没
し



第 1図 18世紀後半の弘前長勝寺津頼家墓所

〔｢長勝寺境内之図｣(弘前市立図書館蔵)にもとつき関根作図〕

た
七
代
藩
主
信
寧
の
霊
屋

(分
霊
墓
)
を
長
勝
寺
に
造
る
計
画
が

記
さ
れ
て
い
る
が
､
弘
前
藩
は
天
明
の
飢
産
の
ま
っ
た
だ
な
か
に

あ
り
'
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

以
上
'
長
勝
寺
の
霊
屋

(御
影
堂
を
含
む
)
は
'
初
代
か
ら
三

代
藩
主
ま
で
の
分
霊
墓
と
'
国
元
で
死
亡
し
た
歴
代
藩
主

･
正
室

の
う
ち
'
神
式
で
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
四
代
藩
主
信
政
を
除
く

三
名
の
本
葬
墓
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
藩
政
の
基
礎
を
築
い

た
初
代
か
ら
三
代
藩
主
が
分
霊
さ
れ
た
霊
屋
は
'
亡
き
藩
主
の
菩

提
を
弔
う
と
い
う
意
味
以
上
に
'
津
軽
家
を

一
つ
に
束
ね
､
藩
全

体
を
精
神
面
で
鎮
護
す
る
役
割
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ

る
｡②

長
勝
寺
津
軽
家
霊
屋
内
に
納
め
ら
れ
た
も
の

霊
屋
の
内
部
に
遺
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
､
昭
和
五
十
七
年

度
に
弘
前
市
立
博
物
館
が
行
っ
た
市
内
寺
院
の
墓
確
認
調
査
の
成

果
報
告
書

(『
弘
前
の
墓
』
)
に
､
石
製
の
無
縫
塔
が
報
告
さ
れ
た

の
み
で
'
こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
『
国
口
記
』

に
は
'
寛
文
十

一
年

(
一
六
七

一
)
八
月
十
九
日
に
'
環
月
台

･

碧
巌
台

･
明
鏡
台
の
石
塔
が
京
都
か
ら
到
着
し
た
と
の
記
述
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
'
無
縫
塔
は
当
初
か
ら
霊
屋
内
に
墓
標
と
し
て

存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
､
環
月
台
の
建
て
直
し
を
中
心
と
し

た
寛
文
年
間
の
長
勝
寺
津
軽
家
霊
屋
の
大
修
理
の
な
か
で
新
た
に

付
け
加
わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
で
は
'
建
立
当
初
'
霊
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屋
の
な
か
に
は
何
が
納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
平
成
十

二
年
か
ら
始
ま
っ
た
長
勝
寺
津
軽
家
霊
屋
の
保
存
修
理
工
事
に
伴

い
'
霊
屋
内
部
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
長
勝
寺
位
牌
堂
へ
仮

安
置
さ
れ
た
折
'
筆
者
が
確
認
し
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る

(第
2
図
)
｡

環
月
台

碧
巌
台

明
鏡
台

自
雲
台

凌
雲
台

彩
色
木
製
五
輪
塔

･
柿
経
入
り
の
曲
物

(享
保
十
二

年

‥
百
回
忌
)

彩
色
木
製
五
輪
塔

･
遺
髪
入
り
の
唐
津
焼
壷

彩
色
木
製
五
輪
塔

･
骨
箱

彩
色
木
製
五
輪
塔

･
修
理
札

(嘉
永
四
年
)

胞
衣
-

こ
れ
ら
の
遺
品
の
う
ち
'
後
年
霊
屋
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
な
物
を
除
-
と
'
当
初
か
ら
存
在
し
た
可
能
性
の
高
い
も
の

と
し
て
'
彩
色
木
製
五
輪
塔
'
遺
髪
入
り
の
唐
津
焼
壷
'
骨
箱
'

胞
衣
-
が
残
る
｡

凌
雲
台
以
外
の
4
棟
の
霊
屋
に
納
め
ら
れ
て
い
た
木
製
五
輪
塔

の
う
ち
'
自
雲
台
を
も
の
を
除
-
三
基
は
'
大
き
さ
に
こ
そ
違
い

は
あ
れ
'
形
式

･
彩
色

･
墨
書
に

一
定
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
｡

す
な
わ
ち
'
こ
れ
ら
の
木
製
五
輪
塔
は
'
空
輸
を
録
'
風
輪
を
茶

ま
た
は
自
'
火
輪
を
赤
'
水
輪
を
青
に
彩
色
さ
れ
'
そ
の
上
か
ら

四
面
に

｢如
来
舎
利
｣
･
｢在
宝
塔
中
｣
･
｢逝
者
白
骨
｣
･
｢
同
人
仏

道
｣
の
各

一
字
が
墨
書
さ
れ
る
｡
墨
書
は

｢如
来
の
お
骨
は
宝
塔

の
中
に
あ
り
'
死
者
の
白
骨
も
同
じ
-
仏
道
に
入
る
｣
を
意
味
し
'

木
製
五
輪
塔
が
分
骨
器
の
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
｡
五
輪
塔
の
形
式
と
し
て
は
'
最
も
新
し
い
自
雲
台
の
も
の
だ

け
'
地
輪
の
下
の
台
に
も
う

一
段
分
骨
器
と
思
わ
れ
る
箱
が
接
続

し
て
い
る
｡
自
雲
台
の
木
製
五
輪
塔
は
､
塔
身
の
墨
書
も
他
と
異

な
り
'
｢
俳
｣
(
風
輪
)
'
｢
不
｣

(火
輪
)
'
｢
凌
｣
(水
輪
)
'

｢
火

･
程

･
水

･
櫨
｣
(地
輪
)
の
各
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

奈
良
市
西
大
寺
奥
院
骨
堂
や
福
島
県
河
東
村
八
葉
寺
阿
弥
陀
堂

な
ど
で
は
'
死
者
の
霊
魂
を
霊
山
に
分
け
る
た
め
に
納
め
ら
れ
た

小
型
の
納
骨
木
製
五
輪
塔
が
知
ら
れ
て
い
る
が
'
長
勝
寺
津
軽
家

霊
屋
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
塔
身
が

一
メ
ー
ト
ル
前
後
を
測
る
大
型

の
木
製
五
輪
塔
は
'
類
例
を
知
ら
な
い
｡
会
津
八
菓
寺
の
木
製
五

輪
塔
は
'
奉
納
の
風
習
が
十
六
世
紀
末
以
前
か
ら
近
年
ま
で
の
長

き
に
わ
た
っ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
が
'
紀
年
名
資
料
に
よ
る

限
り
'
大
部
分
が
十
七
世
紀
代
'
そ
れ
も
前
半
期
に
集
中
し
て
い

る

(岩
崎
監
修

l
九
七
三
).
長
勝
寺
の
霊
屋
の
な
か
で
唯

l
'

凌
雲
台
だ
け
に
木
製
五
輪
塔
が
存
在
し
な
い
の
は
'
凌
雲
台
が
造

ら
れ
た
十
八
世
紀
に
は
既
に
'
木
製
五
輪
塔
の
製
作
が
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

明
鏡
台
の
骨
箱
は
'
上
蓋
に

｢
全
身
舎
利
｣
'
身
の
側
面
に

｢逝

者
白
骨
｣
･
｢
同
人
俳
｣
･
｢如
来
｣
･
｢在
賛
塔
｣
の
墨
書
が
認
め
ら

れ
'
木
製
五
輪
塔
と
の
共
通
性
が
窺
え
る
｡
現
在
'
明
鏡
台
の
骨
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第2図 長勝寺津軽家霊屋内に安置された品
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箱
の
中
身
は
空
で
あ
る
が
'
本
来
'
遺
骨
あ
る
い
は
遺
骨
の
代
わ

り
と
な
る
歯

･
爪

･
毛
髪
等
が
入

っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
｡
事
実
'
碧
巌
台
に
遺
さ
れ
て
い
た
木
箱
に
は
'
多
量
の
毛
髪

の
入
っ
た
'
高
さ
約
三
三
.
三
セ
ン
チ
の
唐
津
焼
三
耳
壷
が
藁
に

つ
つ
ま
れ
た
状
態
で
納
め
ら
れ
て
い
た
｡
こ
の
壷
の
休
部
に
は
'

焼
成
の
際
に
熔
着
し
た
へ
内
面
に
同
心
円
状
の
タ
ダ
キ
目
を
有
す

る
壷
な
い
し
聾
の
破
片
が
残
る
｡
こ
の
三
耳
壷
は
'
そ
の
形
状
や

付
着
し
た
破
片
に
み
ら
れ
る
同
心
円
状
の
タ
ダ
キ
目
な
ど
の
特
徴

が
佐
賀
県
塩
田
町
大
草
野
窯
跡
出
土
資
料

(九
州
近
世
陶
磁
学
会

二
〇
〇
〇
)
に
類
似
L
t
十
七
世
紀
第
1
四
半
期
の
製
品
と
推
測

さ
れ
る
｡
年
代
的
に
は
二
代
藩
主
信
枚
の
没
し
た
寛
永
八
年

(
一

｣ハ
三

一
)
と
う
ま
-
整
合
す
る
こ
と
か
ら
へ
こ
の
三
耳
壷
は
'
信

枚
の
死
の
直
後
に
'
分
霊
の
た
め
霊
屋
に
納
め
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
判
断
さ
れ
る
｡
こ
の
ほ
か
'
霊
屋
の
修
理
記
録
か
ら
'
環

月
台

(『
御
用
留
日
記
』
の
元
禄
十
四
年
四
月
二
十
日
の
項
)
や

自
雲
台

(『
国
日
記
』
の
文
化
元
年
七
月
十

一
日
の
項
)
に
も

｢御

骨
箱
｣
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡
お
そ
ら
-
本
葬

･

分
霊
に
関
係
な
-
'
す
な
わ
ち
地
下
の
埋
葬
施
設
の
有
無
と
は
別

に
へ
地
上
の
建
造
物
で
あ
る
霊
屋
に
は
'
死
者
の
亡
骸
を
仏
道
に

導
-
装
置

(分
骨
器
)
と
し
て
'
少
な
-
と
も
木
製
五
輪
塔
か
骨

箱
の
ど
ち
ら
か

一
万
は
必
ず
納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡

凌
雲
台
に
遺
さ
れ
た
胞
衣
-
は
'
近
年
瀬
戸

･
美
濃
地
方
で
造

ら
れ
た
白
磁
の
円
筒
形
を
口重
す
る
骨
壷
に
移
し
替
え
ら
れ
て
お

り
'
本
来
ど
の
よ
う
な
状
態
で
納
め
ら
れ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ

る
｡
胞
衣
納
め
の
実
態
は
'
近
年
'
江
戸
遺
跡
を
中
心
に
考
古
学

的
手
法
に
よ
り
明
ら
か
に
成
り
つ
つ
あ
る
が
'
胞
衣
を
墓
所
に
納

め
る
行
為
は
あ
ま
り

一
般
的
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
発
掘

調
査
例
で
は
'
東
京
都
港
区
瑞
聖
寺
の
仙
台
藩
主
伊
達
家
墓
所
か

ら
'
四
代
藩
主
綱
村
の
継
子
で
'
貞
享
二
年

(
〓
ハ
八
五
)
に
五

歳
で
没
し
た
扇
千
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
胞
衣
桶
が
発
見
さ
れ
て

い
る

(松
本

一
九
九
八

･
谷
川

一
九
九
八
)｡
民
俗
例
で
は
'
｢
エ

ナ
は
保
存
し
て
お
い
て
'
女
の
子
な
ら
嫁
入
り
の
時
に
持
た
せ
'

死
ん
だ
時
に
は
'
棺
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
例
｣
が
報
告
さ
れ
て

い
る

(大
藤

1
九
六
八
)
｡
今
後
'
似
た
よ
う
な
事
例
が
蓄
積
す

る
の
を
得
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
'
遺
骨

(遺
髪

･
遺
爪
)
と
胎
盤
を
'

そ
れ
ぞ
れ
死
と
生
の
象
徴
と
み
な
し
'
そ
こ
に
輪
廻
転
生
の
思
想

を
兄
い
だ
す
こ
と
も
で
き
よ
う
｡

【津
梁
院
】

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木

一
丁
目

①
寺
の
創
建
と
二
代
藩
主
信
枚
の
墓

津
梁
院
は
'
天
台
宗
東
叡
山
寛
永
寺
三
十
｣ハ
坊
の
ひ
と
つ
で
'

一
九
五
三
年
ま
で
寛
永
寺
坂
上
に
あ

っ
た
｡
津
梁
院
は
'
二
代
藩

主
信
枚
の
法
名
に
由
来
L
t
信
枚
の
墓
所
と
し
て
寛
永
年
間
に
三

代
藩
主
信
義
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
｡
『
弘
前
藩
庁
日
記

(江
戸
日

記
)』
に
よ
れ
ば
'
延
宝
八
年

(
〓
ハ
八
〇
)'
津
梁
院
に
四
代
将
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軍
家
綱
の
廟
所
が
築
か
れ
る
こ
と
と
な
り
'
津
梁
院
は
林
広
院
跡

地
へ
移
転
し
て
い
る
｡
津
梁
院
の
津
軽
家
墓
所
の
成
立
と
変
遷
に

関
し
て
は
'
既
に

『
弘
前
藩
庁
日
記
』
や

｢浅
草
常
福
寺
日
記
｣

等
を
も
と
に
篠
村
正
雄
氏
が
検
討
さ
れ
て
お
り
'
江
戸
で
死
亡
し

た
二
代
藩
主
信
枚
は
'
は
じ
め
浅
草
に
あ
る
天
台
宗
常
福
寺
に
埋

葬
さ
れ
'
天
和
元
年

(
一
六
八

一
)
五
月
に
'
四
代
藩
主
信
政
の

意
向
を
受
け
て
津
梁
院
へ
五
輪
塔
の
移
動
を
伴

っ
て
改
葬
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る

(篠
村

一
九
九
四

･
九
五
)
｡
延

宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
五
月
十
二
目
付
の

『
弘
前
藩
庁
日
記

(江

戸
日
記
)』
に
は
'
｢
一
'
寛
海
様
御
骨
無
し
こ
付
'

一
丈
程
は
ら

せ
見
侯
て
も
無
之
侯
事
｣
と
あ
る
｡
こ
の
記
事
か
ら
'
信
枚
の
死

を
う
け
て
津
梁
院
に
造
ら
れ
た
墓
は
分
霊
墓
で
あ
り
'
遺
体
そ
の

も
の
は
常
福
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
'
死
後
五
十
年
が
経
過
し
'

遺
体
を
津
梁
院
と
常
福
寺
の
ど
ち
ら
に
本
葬
し
た
か
思
い
出
せ
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
｡
既
に
篠
村
氏
が
指
摘
し
た

よ
う
に
'
翌
天
和
元
年

(
一
六
八

一
)
五
月
に
な
っ
て
常
福
寺
の

墓
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
た
信
枚
の
遺
骨
は
'
六
月
三
十
日
'
三
代

藩
主
信
義
の
遺
骨
'
四
代
藩
主
室
な
ら
び
に
｣ハ
代
藩
主
室
の
棺
と

と
も
に
津
梁
院
の
移
転
先
に
あ
ら
た
め
て
改
葬
さ
れ
た

(註
2
)0

②
江
戸
に
お
け
る
津
軽
家
の
菩
提
寺
と
し
て
の
津
梁
院

津
梁
院
の
移
転
を
契
機
と
し
て
'
天
和
元
年
'
移
転
先
に
二
代

信
枚
の
遺
骨
を
迎
え
'
津
軽
家
の
墓
所
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
'

常
福
寺
に
対
す
る
津
梁
院
の
優
位
性
は
決
定
的
と
な
っ
た
｡

十
九
世
紀
前
葉
の
津
軽
家
墓
所
の
様
子
を
伝
え
る

｢津
梁
院
境

内
廟
所
図
｣
(第
3
図
)
で
は
'
最
も
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
常
福

寺
よ
り
改
葬
さ
れ
た
信
枚
の
遺
骨
を
納
め
た
本
葬
墓
が
あ
り
'
そ

の
手
前
'
墓
道
を
は
さ
ん
で
そ
の
両
側
に
'
三
代
以
降
の
藩
主
と

正
室
の
墓
'
お
よ
び
五
代
藩
主
信
寿
か
ら
家
督
を
相
続
す
る
前
に

没
し
た
信
興
と
そ
の
正
室
の
墓
が
'
そ
れ
ぞ
れ
並
ん
で
配
置
さ
れ

て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
墓
の
な
か
で
'
国
元
で
没
し
た
四
代
藩
主
信

政
と
六
代
藩
主
信
著
の
墓
は
'
遺
体
を
伴
わ
な
い
分
霊
墓
で
あ

る
｡

｢津
梁
院
境
内
廟
所
図
｣
に
あ
る
藩
主

･
正
室
墓
の
う
ち
'
現

在
'
津
梁
院
の
津
軽
家
墓
所
に
残
っ
て
い
る
の
は
'
二
代
藩
主
信

枚
の
五
輪
塔
の
み
で
あ
る
｡
し
か
し
'
世
田
谷
区
北
烏
山
の
妙
蓑

寺
に
移
さ
れ
た
三
代
藩
主
信
義
の
五
輪
塔
や
'
文
京
区
本
駒
込
の

南
谷
寺
に
移
さ
れ
た
四
代
藩
主
信
政
の
五
輪
塔
か
ら
み
て
'
｢
津

梁
院
境
内
廟
所
図
｣
に
描
か
れ
た
藩
主

･
正
室
墓
の
墓
標
は
'
全

て
五
輪
塔
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

江
戸
に
お
け
る
菩
提
寺
と
し
て
の
津
軽
家
墓
所
の
特
徴
は
'
本

葬

･
分
霊
の
区
別
な
-
'
藩
主
と
正
室
の
墓
を

一
つ
の
組
と
し
て
'

そ
れ
ら
を
代
毎
に
整
然
と
配
置
し
た
点
に
あ
り
'
他
の
大
名
の
江

戸
に
お
け
る
墓
所
の
在
り
方
と
共
通
す
る

一
方
'
国
元
に
お
け
る

津
軽
家
の
墓
所
と
は
大
き
-
異
な
る
｡



第 3図 19世だ前葉の江戸津梁院津軽家葺所

〔｢津梁院境内廟所凱 (東臭義塾高等学棚 )にもとづき関根作図〕
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【報
恩
寺
】

青
森
県
弘
前
市
新
寺
町

①
寺
の
創
建
と
弘
前
藩
の
宗
教
政
策

天
台
宗

一
輪
山
報
恩
寺
は
'
弘
前
城
の
南
方
の
要
で
あ
る
南
溜

池
の
南
側
の
台
地
上
に
立
地
L
t
城
の
防
衛
ラ
イ
ン
で
あ
る
土
淵

川
を
眼
下
に
の
ぞ
む
｡
報
恩
寺
の
あ
る
新
寺
町
は
'
慶
安
三
年

(
一

｣ハ
五
〇
)
か
ら
寺
町
と
し
て
整
備
が
開
始
さ
れ
て
い
る
｡
報
恩
寺

は
'
明
暦
二
年

(
一
六
五
人ハ
)
'
前
年
に
江
戸
で
捜
し
た
三
代
藩

主
信
義
の
菩
提
を
弔
う
た
め
'
四
代
藩
主
信
政
に
よ
り
創
建
さ
れ

た
｡
報
恩
寺
に
は
'
か
つ
て
三
代
か
ら
十

一
代
ま
で
の
歴
代
藩
主

と
'
そ
の
子
息
の
墓
が
あ
っ
た
が
'

一
九
五
四
年
'
隣
接
す
る
弘

前
高
等
学
校
の
施
設
整
備
に
と
も
な
い
'
長
勝
寺
へ
改
葬
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
'
陸
奥
史
談
会
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
｡

江
戸
時
代
の
墓
所
の
様
子
を
伝
え
る
絵
図
面
類
は
知
ら
れ
て
い

な
い
た
め
'
改
葬
時
に
記
録
さ
れ
た
墓
の
配
置
図
を
示
す

(第
4

図
)
｡
墓
の
入
口
の
門
を
-
ぐ
る
と
'
正
面
に
三
代
信
義
と
四
代

信
政
の
五
輪
塔
が
並
ん
で
お
り
､
報
恩
寺
が
'
信
義
の
死
を
機
に

跡
を
継
い
だ
信
政
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い

る
｡
信
義

･
信
政
の
墓
の
北
側
に
は
､
五
代
か
ら
十

一
代
ま
で
の

歴
代
藩
主
と
'
十

一
代
藩
主
順
承
の
後
嗣
の
承
砧
の
計
六
基
の
五

輪
塔
が
'
同
じ
-
南
側
に
は
'
十
代
信
順
と
十
二
代
承
昭
の
子
息

女
の
墓
3
基

(
い
ず
れ
も
墓
標
は
丘
状
頭
角
柱
形
)
が
存
在
し
た
｡

信
義
の
代
は
'
弘
前
藩
で
も
'
寛
永
十

一
年

(
一
六
三
四
)
'

正
保
四
年

(
一
六
四
七
)
と
藩
政
全
体
を
揺
る
が
す
お
家
騒
動
が

連
続
し
た
が
､
信
義
の
死
後
'
信
義
の
弟
で
幕
府
書
院
番
の
后
英

を
後
見
と
し
て
幼
い
四
代
藩
主
信
政
の
相
続
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
判
る
よ
う
に
､
信
義
の
死
に
際
し
て
､
弘
前
藩
は
未
曾
有
の

危
機
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
明
暦
二
年

(
二
ハ
五
六
)

に
は
信
義
の
遺
骨
を
迎
え
て
報
恩
寺
が
創
建
さ
れ
る
と
と
も
に
'

新
寺
町
の
寺
院
群
の
北
端
に
位
置
す
る
大
円
寺
に
'
津
軽
平
定
以

来
の
戦
没
者
を
供
養
す
る
た
め
の
五
重
塔

(重
要
文
化
財
現
最
勝

院
五
重
塔
)
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
｡
城
下
町
の
建
設
に
際
し
て
'

長
勝
寺
構
の
中
心
長
勝
寺
に
初
代
為
信
を
分
霊
し
た
御
影
堂
が
必

要
と
さ
れ
た
よ
う
に
'
藩
政
全
体
を
揺
る
が
す
危
機
に
際
し
て
'

建
設
中
の
宗
教
的
エ
リ
ア
新
寺
横
に
お
い
て
も
､
支
配
の
正
統
性

と
格
式
序
列
の
再
確
認
の
た
め
の
装
置
と
し
て
'
信
義
か
ら
始
ま

る
藩
主
の
菩
提
寺

(報
恩
寺
)
と
､
津
軽
平
定
以
来
の
戦
没
者
の

供
養
を
目
的
と
す
る
五
重
塔
が
新
た
に
必
要
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
｡②

報
恩
寺
津
軽
家
墓
所
に
み
ら
れ
る
本
葬
と
分
霊

丁
九
五
四
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
結
果
､
遺
体
の
埋
葬
さ

れ
た
本
葬
墓
は
'
三
代
藩
主
信
義
墓
と
藩
主
の
子
息
女
墓
四
基
に

過
ぎ
ず
'
四
代
以
下
歴
代
藩
主
の
墓
は
全
て
分
霊
墓
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
｡

藩
主
墓
の
な
か
で
唯

一
遺
体
の
埋
葬
が
確
認
さ
れ
た
信
義
墓
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は
'
ヒ
バ
材
で
組
ん
だ
木
櫛
の
な
か
に
到
り
抜
き
式
の
石
棺
を
据

え
'
さ
ら
に
そ
の
な
か
に
火
葬
骨
の
入
っ
た
壷
が
入
れ
ら
れ
て
い

た
｡
三
代
藩
主
信
義
の
遺
骨
を
報
恩
寺
に
移
す
こ
と
に
関
し
て
は
'

国
立
史
料
館
所
蔵
の

『陸
奥
国
弘
前
津
軽
家
文
書
』
の
な
か
に
あ

る

｢浅
草
常
福
寺
口
上
書
｣
に

｢報
恩
寺
起
立
之
時
も
本
祐
弟
子

本
好

･
本
圭
両
人
宗
瑞
様
御
骨
之
御
供
仕
罷
下
御
国
二
越
年
仕
｣

と
あ
り
'
信
義
の
死
の
翌
年
'
明
暦
二
年

(
一
六
五
六
)
'
報
恩

寺
創
建
に
際
し
て
'
江
戸
浅
草
常
福
寺
の
僧
が
信
義
の
遺
骨
を
携

え
て
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
既
に
津
梁
院
の
と
こ
ろ
で
述

べ
た
よ
う
に
'
天
和
元
年

(
一
六
八

二

に
行
わ
れ
た
津
梁
院
津

軽
家
墓
所
の
移
転
に
際
し
て
も
'
信
義
の
遺
骨
が
改
葬
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
'
報
恩
寺
が
創
建
さ
れ
る
明
暦
二
年
の
段
階
で
'
信

義
の
火
葬
骨
は
'
報
恩
寺
と
津
梁
院
の
両
方
に
分
け
ら
れ
た
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
歳
骨
器
と
し
て
使
わ
れ
た
壷

(第
5
図
)
は
'

｢
腰
自
茶
壷
｣
と
呼
ば
れ
る
信
楽
焼
の
三
耳
壷
で
'

一
般
に
は
葉

茶
壷
と
し
て
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
｡
信
楽
で
は
江
戸
時
代
を

通
じ
て

｢
腰
自
茶
壷
｣
が
生
産
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
お

も
わ
れ
る
が
'
従
来
は
'
十
八
世
紀
以
降
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
｡
筆
者
は
以
前
'
仙
台
城
二
の
丸
北
方
武
家
屋
敷
跡
第

4
地
点
の
1
号
溝
か
ら
出
土
し
た

｢
腰
自
茶
壷
｣
に
関
し
て
'
共

伴
し
た
陶
磁
器
や
遺
構
自
体
の
年
代
観
か
ら
'
十
七
世
紀
中
葉
以

前
に
遡
る
可
能
性
を
指
摘
し
た

(東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研

究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
〇
)｡
信
義
の
蔵
骨
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た

｢
腰
自
茶
壷
｣
は
'
明
暦
二
年
以
前
に
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
明
確

で
あ
り
'信
楽
焼
の
年
代
を
示
す
基
準
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
｡

藩
主
の
子
息
女
の
墓
は
'
全
て
土
葬
で
'
｢兼
平
石
｣
と
呼
ば

れ
る
岩
木
町
平
岩
山
産
出
の
輝
石
安
山
岩
を
蓋
石
と
し
た
木
棟
の

な
か
に
'
木
棺
を
据
え
て
い
る
｡
な
か
で
も
十

一
代
藩
主
の
嗣
養

子
と
な
り
な
が
ら
'
安
政
二
年

(
一
八
五
五
)
'
十
八
歳
の
若
さ

で
亡
-
な
っ
た
承
砧
の
墓
は
'
墓
頻
が
探
-
掘
ら
れ
て
い
る
上
'

木
炭
の
詰
ま
っ
た
木
櫛
の
上
を
粘
土
や
割
石
で
密
封
し
て
い
た
た

め
'
遺
体
や
副
葬
品
の
保
存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
あ

っ
た
｡

四
代
藩
主
信
政
の
分
霊
墓
は
'
石
室
内
に
右
横
を
築
き
'
そ
の

な
か
に
抹
香
と
御
爾
箱
の
入
っ
た
木
棺
を
据
え
て
い
る
｡

五
代
藩
主
信
寿
の
分
霊
墓
は
'
木
櫛
の
な
か
に
三
重
の
木
棺
を
置

き
'
そ
の
な
か
に
銅
製
の
墓
誌
と
贋
帯
を
入
れ
て
い
た
｡
七
代
か

ら
十

一
代
ま
で
の
藩
主
の
分
霊
墓
で
は
'
木
榔
内
に
置
か
れ
た
石

棺
か
ら
中
実
の
銅
製
位
牌
が
発
見
さ
れ
た

(第
6
図
)｡
こ
れ
ら

の
墓
で
は
'
銅
製
位
牌
に
加
え
'
石
棺
内
か
ら
'
歯

(九
代
藩
主

寧
親
墓
)
や
遺
髪

･
義
歯

(十
代
藩
主
信
順
墓
)
な
ど
が
見
つ
か

っ
て
い
る
ほ
か
'
贋
の
緒
や
爪
等
が
入
っ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る

木
の
小
箱
も
出
土
し
て
い
る

(七
代
藩
主
信
寧
墓

･
八
代
藩
主
信

明
墓
)
｡
報
恩
寺
や
前
に
検
討
し
た
長
勝
寺
の
事
例
か
ら
'
地
上

に
造
ら
れ
た
霊
屋
で
あ
ろ
う
と
地
下
に
設
け
ら
れ
た
墓
境
で
あ
ろ



第5図 弘前市報恩寺津軽信義茎出土の信楽焼蔵骨器 (17世紀中葉)

)五代藩主后寿生(1746年孜) 2 七代藩主信啓張(1784年鞍) 3 ^代藩主信明墓(J791年没)

4九代藩主撃親量目833年没〕 5Htiff.信fi志(J862年没) 6 十-代藩主J5承叢(1865年投)

第6図 弘前市報恩寺津軽寮墓所出土の銅製墓誌 ･銅製位牌
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第 7図 弘前市報恩寺津軽東南の本葬茎 (1855年没)

〔『陸奥史談』第23輯掲載の図を改変〕

う
と
'
分
霊
に
際
し
て
は
'
な
に
が
し
か
被
葬
者
の
体
の
一
部
が

必
要
と
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
判
明
す
る
｡
な
お
'
『
国

日
記
』
に
よ
れ
ば
'
延
享
元
年

(
一
七
四
四
)
弘
前
で
亡
く
な
っ

た
六
代
藩
主
信
著
は
'
長
勝
寺
へ
本
葬
さ
れ
て
ま
も
な
-
報
恩
寺

へ
改
葬
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
'
発
掘
調
査
の
結
果
'
遺
体
そ
の
も

の
は
'
移
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
(註
3
)0

【高
野
山
遍
照
寺
院
】

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町

①
津
軽
家
墓
所
の
形
成

遍
照
尊
院
は
'
真
言
密
教
の
根
本
道
場
で
あ
る
高
野
山
の
南
谷

地
区
に
位
置
す
る
｡
寛
永
八
年

(
一
六
三

一
)
の

｢津
軽
公
契
約

書
｣
に
よ
れ
ば
'
津
軽
家
と
遍
照
尊
院
と
の
関
係
は
'
同
年
'
三

代
藩
主
信
義
に
よ
り
'
高
野
山
に
お
け
る
津
軽
家
の
墓
所
が
'
小

田
原
谷
の
真
如
院
か
ら
遍
照
尊
院
へ
移
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
｡

同
院
の
津
軽
家
墓
所
に
は
'
四
代
～
六
代
を
除
-
歴
代
藩
主
を
は

じ
め
'
初
代
藩
主
の
正
室
戊
姫

(本
葬
地
は
長
勝
寺
環
月
台
)
'

二
代
藩
主
の
妹
伊
喜
姫

(同
じ
-
弘
前
貞
昌
寺
)
'
四
代
藩
主
信

政
の
男
為
永

(同
じ
-
弘
前
耕
春
院
)
'
家
老
大
道
寺
為
久

(同

じ
-
弘
前
宗
徳
寺
)
'
家
老
大
道
寺
繁
清

･
妻
伊
与
の
供
養
塔
な

ら
び
に
二
代
藩
主
信
枚
の
道
修
塔
な
ど
が
存
在
す
る
｡
四
代
藩
主

信
政
の
葬
儀
は
神
式
で
行
わ
れ
た
た
め
'
高
野
山
に
分
霊
さ
れ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
'
五
代
信
寿
と
六
代
信
著
の
供
養
塔
が
見

当
た
ら
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
｡
な
お
'
津
軽
家
の
供
養
塔

･
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逆
修
塔
は
全
て
五
輪
塔
で
あ
る
｡

一
九
八
六

･
八
七
年
､
石
塔
の

改
修
工
事
に
伴
い
'
立
正
大
学
に
よ
り
墓
所
の
発
掘
調
査
な
ら
び

に
遍
照
等
院
所
蔵
文
書
の
調
査
が
行
わ
れ
た

(岡
本

･
井
上
編

一

九
八
八
)
｡
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
'
遍
照
尊
院
津
軽
家
墓
所
で

は
'
被
葬
者
の
没
後
'

一
周
忌
'
三

･
二
十

一
･
二
十
七
回
忌
に

五
輪
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
'
少
な
-
と
も
三
回
以
上
の
修
復

を
受
け
て
お
り
'
石
塔
の
配
置
は
原
位
置
か
ら
大
き
-
移
動
し
て

い
る
も
の
が
多
い
｡
報
告
書
で
は
'
『奥
院
給
囲
』
(金
剛
峯
寺
蔵
)

に
描
か
れ
た
宝
永
四
年

(
一
七
〇
七
)
当
時
の
墓
所
が
復
元
さ
れ
､

初
代

･
二
代

･
三
代
の
歴
代
藩
主
の
供
養
塔
が
東
西
に
'
歴
代
藩

主
の
正
室
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
供
養
塔
や
二
代
藩
主
の
道
修

塔
を
南
北
に
'
全
体
と
し
て
は
し
字
状
に
石
塔
が
配
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡
藩
主
と
正
室
の
供
養
塔
の
配
置
が
ペ
ア

で
な
い
点
や
'
七
代
藩
主
以
降
'
正
室
の
供
養
塔
が
造
営
さ
れ
て

い
な
い
点
な
ど
は
'
本
葬
墓
が
主
体
を
占
め
る
江
戸
津
梁
院
の
墓

所
と
大
き
-
異
な
り
'
分
霊
墓
の
特
色
を
示
し
て
い
る
｡

②
遍
照
尊
院
の
津
軽
家
墓
所
に
み
ら
れ
る
分
霊

遍
照
尊
院
津
軽
家
墓
所
の
発
掘
調
査
で
は
'
分
霊
の
た
め
に
石

塔
の
下
に
埋
納
さ
れ
た
'
遺
髪
の
入
っ
た
陶
器
の
中
型
嚢
が
2
点

出
土
し
て
い
る

(第
8
図
)
｡
こ
の
う
ち
'
寛
政
三
年

(
一
七
九

一
)
に
死
亡
し
た
八
代
藩
主
信
明
の
供
養
塔
の
基
垣
内
に
置
か
れ

て
い
た
藍
に
は
'
長
さ
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
切
ら
れ
た

10cm

ilH .h l

l ㌃ 26-
1･八代藩主信明基出土兼

2･遺髪が巻かれていた文字のある木片

3 墓所後方斜面出土斐

第 8図 高野山遍照寺院津軽家墓所から出土した遺髪人の妻

〔実測図は発掘調査報告書 (岡本 ･井上1988)による〕
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毛
髪
が
'
文
字

｢
バ
ン

(大
日
如
来
)
｣
の
墨
書
の
あ
る
木
製
品

に
巻
か
れ
た
状
態
で
遺
存
し
て
い
た

(註
4
)｡
藍
の
底
に
は
'
｢
イ

サ
印
｣
と
読
め
る
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
｡
長
勝
寺
霊
屋
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
'
高
野
山
へ
の
分
霊
に
も
'
遺
骨

･
遺
髪
な
ど
死

者
の
遺
体
の

一
部
が
必
要
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
現
存
す
る
五

輪
塔
は
全
て
'
水
輪

･
地
輪

･
基
礎

(請
花

･
反
花
)
の
ど
こ
か

が
必
ず
中
空
と
な
っ
て
お
り
'
遺
体
の

一
部
を
納
め
る
空
間
が
確

保
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
遺
髪
等
の
検
出
さ
れ
た

墓
が
2
基
に
止
ま
っ
た
の
は
'
前
述
の
よ
う
に
'
遍
照
等
院
津
軽

家
墓
所
の
石
塔
の
多
-
が
後
年
移
動
し
て
お
り
'
移
動
の
際
に
失

わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
事
実
'
毛
髪
の
入
っ
た
別
の
聾
は
'
原

位
置
か
ら
移
動
し
て
お
り
'
墓
地
内
か
ら
は
'
遺
髪
の
入

っ
た
聾

と
同
様
の
陶
器
片
も
出
土
し
て
い
る
｡

四

近
世
大
名
墓
の
変
化
と
画
期

こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
'
徳
川
将
軍
家
や
大
名
家
の
本
葬
墓
'

弘
前
藩
主
津
軽
家
の
本
葬
墓

･
分
霊
墓
の
検
討
を
踏
ま
え
'
近
世

大
名
墓
の
編
年
を
試
み
る
｡

墓
標
'
葬
法
'
埋
葬
施
設
の
在
り
方
な
ど
か
ら
'
近
世
の
大
名

墓
は
'
前
期

(十
七
世
紀
前
半
)
'
中
期

(十
七
世
紀
後
半
か
ら

十
八
世
紀
初
頭
)
'
後
期

(十
八
世
紀
前
葉
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
)

の
三
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(第
9
図
)｡

前
期
の
大
名
墓
は
'
土
葬
(座
葬
)
が
多
-
'
棺
に
桶

･
駕
寵

･

輿
等
が
用
い
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
｡
副
葬
品
で
は
'
徳
川
秀

忠
墓
に
お
け
る
鉄
砲
や
'
伊
達
政
宗

･
忠
宗
墓
に
お
け
る
具
足

･

鎧
横
な
ど
に
'
｢
武
人
｣
と
し
て
の
性
格
が
反
映
さ
れ
る

一
万
'

徳
川
秀
忠
墓
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
産
ア
ル
バ
レ
ロ
形
陶
器
水
指
や

楽
焼

(
二
代
常
慶
)
の
香
炉
'
池
田
忠
雄
墓
に
お
け
る
志
野
天
目

茶
碗
な
ど
第

一
級
の
茶
道
具
か
ら
は
'
｢
茶
人
｣
と
し
て
の
性
格

を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
｡

前
期
は
'
霊
廟
建
築
が
最
も
発
達
し
た
段
階
で
も
あ
る
｡
長
勝

寺
の
津
軽
家
霊
屋
は
'
前
期
の
も
の
四
棟
と
中
期
の
も
の

一
棟
か

ら
な
る
が
'
前
期
に
属
す
る
霊
屋
内
に
は
'
大
型
の
彩
色
木
製
五

輪
塔
が
納
め
ら
れ
て
い
た
｡
増
上
寺
徳
川
将
軍
墓
に
お
い
て
も
'

寛
永
九
年

(
一
六
三
二
)
に
亡
-
な
っ
た
二
代
将
軍
秀
忠
の
宝
塔

だ
け
が
木
製
で
あ
り
'
近
世
初
期
に
は
'
木
製
の
墓
標
が
か
な
り

の
割
合
を
占
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
｡

中
期
の
大
名
墓
の
発
掘
調
査
例
は
少
な
-
'
実
態
は
良
-
判

っ

て
い
な
い
が
'
全
体
的
に
は
前
期
に
比
べ
簡
素
な
方
向
に
向
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
｡
本
葬
墓
で
は
'
火
葬
が
流
行
L
t
豪
華
な
金

具
を
ち
り
ば
め
た
駕
寵
や
輿
に
か
わ
っ
て
'
陶
磁
器
の
鹿
骨
器
や

整
相
が
石
室

(石
梯
)
内
に
納
め
ら
れ
る
｡
ま
た
'
白
河
藩
主
松

平
家
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
'
あ
る

一
つ
の
大
名
家
で
も
'
必
ず
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増上守徳川拷▼塞 基 霊 屋 1632年没二代将軍徳川秀忠 1712年役六代将軍徳川家主

木 .鋼製宝塔石恥宝塔 1716年没七代将軍徳川家継 1761年没九代将軍徳川家重

棟哩葬施設 1853年没十二代将軍徳川家慶 1866年没十四代将軍徳川家茂

石室熊紳輔棺石室石林粥.木棺石室上面の漆喰石室.石林間の軽石

大 桶 棺 1615年没池田息JB 1632年没池田忠姓 1636年没伊達政宗 1658年没伊達忠宗駕瀧棺 1664年没南部垂直 1695年没松平直矩 1699年没蜂須架老之丞 1711年没伊達網宗

名義 1727年没結城詳三代許主生母禅道院 1729年没松平基知 1735年没牧野息鴨1748年没牧野忠故 1755年没牧野忠利 1766年没牧野忠X 1772年没牧野忠周

g! 棺

莱# 火葬諌骨幹
1789年没牧野息寛正室長粒 1794年没牧野息故正室直姫 1808年没牧野忠鎖

嫌味 (林)木 1845年没戸沢正令 1855年没津軽東蘇

臥節 東 屋 1607年没初代津軽為借 1628年没初代正室成姫 1631年二代津軽借枚羊 1.. 長 長 長 長 長 ? 高 長 日638年没二代正室満天姫 1655年没三代津軽信義 1710年没四代津軽倍政1685年没三代正室書手姫 1744年没六代津軽借手 1784年没七代津軽借牢彩色木取五輪塔

#主津軽 1791年没^代津軽信明 1833年没九代津軽事親 1862年没十代津軽信頼0...･..一 1865年没十一代津軽滞京# 風合式石棺

家#主正 息守 別技式石棺鋼製五誌 .位牌 ○ D敏 奄 L.L､L O .D

重暮 高野 五*塔(砂 岩) - ○ … =:芸芸… 皇 L.A. .畠::: 畠:.;

･本葬五 〇 分t暮

第 9図 近世大名墓の様式変化と時期区分
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L
も
葬
法
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
､
多
様
な
在
り
方
を
示
す
｡
ま
た
'

増
上
寺
徳
川
将
軍
墓
で
は
'
中
期
に
属
す
る
六
代
将
軍
家
宣
墓
と

七
代
将
軍
家
継
墓
に
限

っ
て
'
石
室
の
上
面
を
漆
喰
で
固
め
て
い

た
｡
こ
れ
は
､
後
期
大
名
墓
に
お
け
る
石
室
漆
喰
櫛
の
原
形
と
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
な
お
､
副
葬
品
に
'
武
具
や
茶
道
具
に
替

わ
っ
て
数
珠
な
ど
の
仏
具
が
目
立
ち
始
め
る
の
も
中
期
か
ら
で
あ

る
｡津

軽
家
の
場
合
'
初
代
為
信

･
二
代
信
枚

･
三
代
信
義
の
墓
が

前
期
に
､
四
代
信
政
の
墓
が
中
期
に
相
当
す
る
が
'
そ
れ
ぞ
れ
藩

主
の
死
後
'
草
秀
寺
'
津
梁
院
'
報
恩
寺
'
高
照
神
社
と
い
っ
た

亡
き
藩
主
の
霊
を
把
る
施
設
が
新
設
さ
れ
て
い
る
｡
五
代
信
寿
以

降
'
後
期
に
属
す
る
墓
は
'
前
期
に
始
ま
る
墓
所
に
営
ま
れ
て
お

り
､
新
た
に
藩
主
の
墓
所
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
｡
経
ケ
峯

仙
台
藩
主
伊
達
家
墓
所
や
増
上
寺
徳
川
将
軍
家
墓
所
に
お
い
て

も
'
霊
屋
が
営
ま
れ
る
の
は
中
期
ま
で
で
､
後
期
に
は
続
か
な
い
｡

大
名
家
の
改
易
や
御
家
騒
動
が
頻
発
し
'
政
治
的
基
盤
が
必
ず
し

も
盤
石
と
は
言
え
な
い
段
階
で
は
'
い
ず
れ
の
藩
に
お
い
て
も
'

藩
主
の
死
に
始
ま
る
代
替
わ
り
の
際
'
極
度
に
政
治
的
な
緊
張
が

高
ま
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
｡
前
期

･
中
期
の
大
名
墓
は
'
分
霊
墓

は
言
う
に
及
ば
ず
'
遺
体
を
納
め
た
本
葬
墓
で
あ
っ
て
も
'
単
な

る
埋
葬
施
設
と
い
う
以
上
に
'
支
配
の
正
統
性
と
格
式
序
列
を
再

確
認
L
t
藩
内
に
政
治
的
安
定
を
も
た
ら
す
装
置

(記
念
物
)
と

い
う
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

後
期
に
は
'
各
大
名
家
毎
に
､
埋
葬
様
式
が
確
立
す
る
｡
増
上

寺
の
徳
川
将
軍
家
墓
所
で
は
､
霊
屋
が
建
造
さ
れ
な
く
な
り
'
歴

代
将
軍
の
墓
標
は
石
製
の
宝
塔
に
'
同
じ
く
埋
葬
施
設
は
石
室
右

榔
内
に
置
か
れ
た
'
外
棺
銅
製

･
内
相
木
製
の
箱
形
多
重
棺
に
統

一
さ
れ
る
｡
済
海
寺
長
岡
藩
主
牧
野
家
墓
所
で
調
査
さ
れ
た
墓
は
'

寛
文
四
年

(
一
六
｣ハ
四
)
に
亡
く
な
っ
た
二
代
藩
主
恩
威
生
母
長

寿
院
の
墓
を
除
い
て
後
期
に
属
す
る
が
､
歴
代
の
藩
主

･
室
の
本

葬
墓

(
一
次
葬
墓
)
は
全
て
'
墓
標
は
宝
笹
印
塔
に
'
埋
葬
施
設

は
石
室
漆
喰
榔
木
棺
に
統

一
さ
れ
'
銅
製
の
墓
誌
を
伴

っ
て
い
る
｡

報
恩
寺
の
津
軽
家
墓
所
に
お
い
て
も
'
後
期
に
属
す
る
｣ハ
代
藩
主

以
降
の
分
霊
墓
や
十

一
代
藩
主
の
嗣
養
子
で
あ
る
承
砧
の
本
葬
墓

か
ら
は
銅
製
の
墓
誌
や
位
牌
が
出
土
し
て
お
り
'
済
海
寺
長
岡
藩

主
牧
野
家
墓
所
と
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
｡

後
期
大
名
墓
の
副
葬
品
に
は
'
中
期
以
上
に
､
数
珠
を
は
じ
め

と
す
る
仏
具
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
ま
た
'
増
上
寺
の
徳
川

将
軍
墓
で
は
'
九
代
将
軍
墓
以
降
'
石
室
と
右
横
の
間
に
経
石
が

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
銅
製
位
牌

･
数
珠

･
経
右
と
い
っ
た

仏
教
関
連
の
副
葬
品
は
'
後
期
大
名
墓
が
､
死
者
の
菩
提
を
弔
う

施
設
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
｡
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五

結

語

万
人
が
等
し
-
避
け
て
通
わ
な
い

｢
死
｣
と
い
う
出
来
事
に
対

し
て
'
残
さ
れ
た
者
達
が
と
る
葬
送
行
為
は
'
時
に
よ
り
場
所
に

よ
り
多
様
で
変
化
に
富
ん
で
い
る
｡
本
論
で
取
り
上
げ
た
近
世
大

名
墓
の
場
合
'
十
七
世
紀
中
頃
と
十
七
世
紀
末

･
十
八
世
紀
初
頭

に
大
き
な
画
期
が
想
定
で
き
た
｡

前
期
の
大
名
墓
は
'
藩
主
の
霊
を

｢
杷
る
｣
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
｡
政
権
基
盤
が
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
な
い
段
階
に

あ
っ
て
'
代
替
わ
り
と
い
う
政
治
的
危
棟
を
乗
り
越
え
'
自
ら
の

正
統
性
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
'
新
藩
主
は
'
歴
代
藩
主

の
墓
所
を
拡
張
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
｡
時
と
し
て
政
治
的
目

的
か
ら
分
霊
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
'
藩
主
は
死
し
て
な
お
'

統
治
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

中
期
の
大
名
墓
は
'
依
然
と
し
て
藩
主
の
霊
を

｢
紀
る
｣
と
い

う
性
格
を
と
ど
め
て
い
る
が
'
前
期
に
比
べ
薄
葬
化
さ
れ
る
｡
そ

う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
'
藩
の
財
政
的
事
情
だ
け
で
な
-
'
藩

主
の
カ
リ
ス
マ
性
の
低
下
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
｡

本
論
で
は
'
各
家
毎
に
で
は
あ
る
が
'
大
名
墓
の
様
式
が
確
立

す
る
段
階
'
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
前
葉
以
降
を
後
期
と
呼
ん
だ
｡

前
期

･
中
期
の
大
名
墓
が
藩
主
の
霊
を

｢
杷
る
｣
こ
と
に
主
眼
を

置
い
て
い
た
の
に
対
し
て
'
後
期
の
大
名
墓
は
'
藩
主
の
霊
を
｢
弔

う
｣
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
｡
十
八
世
紀
に
は
大
名
家
の
支
配

が
安
定
期
に
は
い
り
'
藩
主
の
死
が
藩
の
存
亡
に
直
結
す
る
危
険

性
が
薄
ら
い
だ
結
果
'
大
名
墓
も
質
的
変
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
ろ

う
｡長

勝
寺
や
報
恩
寺
の
津
軽
家
墓
所
が
示
す
よ
う
に
､
大
名
墓
の

多
-
は
'
外
見
上
'
本
葬
墓
と
分
霊
墓
の
区
別
が
付
き
に
-
い
｡

そ
の
た
め
'
今
回
は
'
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
'
埋
葬
施
設
の
在
り

方
が
判
明
し
て
い
る
大
名
墓
を
中
心
に
議
論
を
進
め
た
｡
し
た
が

っ
て
'
取
り
上
げ
た
大
名
墓
は
全
体
の
ご
-

一
部
に
止
ま
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
｡
極
め
て
断
片
的
な
デ
ー
タ
か
ら
で
は
あ
る
が
'

近
世
大
名
墓
の
変
遷
を
跡
づ
け
'
大
名
自
身
の
質
的
変
化
と
い
う

観
点
か
ら
説
明
を
試
み
た
｡
今
後
'
全
国
に
散
ら
ば
る
大
名
家
の

霊
屋
の
集
成
や
'
高
野
山
に
お
け
る
全
国
の
大
名
墓
の
基
礎
的
調

査
を
行
い
'
大
名
家
間
の
比
較
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

謝

辞

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
'
次
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
｡

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
'
深
-
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

長
勝
寺

(須
藤
祥
二
住
職
)
'
弘
前
市
立
図
書
館
'
宮
川
慎

一

郎

(弘
前
市
史
編
纂
室
)
'
藤
沼
邦
彦

(弘
前
大
学
)
'
篠
村
正
雄
'

相
木
真

(新
宿
歴
史
博
物
館
)
'
井
上
雅
孝

(滝
沢
村
教
育
委
員

会
)
'
似
内
啓
邦

(盛
岡
市
教
育
委
員
会
)
'
富
岡
直
人

(岡
山
理

科
大
学
)
'
奈
良
貴
史
'
舛
谷
顕

一
八
順
不
同

･
敬
称
略
)
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註

(-
)
『
国
日
記
』
に
よ
れ
ば
'
貞
享
三
年

(
一
六
八
六
)
八
月
七
日
'
信
義

の
霊
屋
に
倣

っ
て
長
勝
寺
に
慶
林
院
殿
の
霊
屋
を
建
立
す
る
よ
う
に

と
の
申
し
渡
し
が
､
寺
社
奉
行
と
作
事
奉
行
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い

る
｡
同
年
八
月
二
十
日
に
は
､
慶
林
院
殿
の
霊
屋
の
石
垣
に
用
い
る

石
が
'
石
森
山

(弘
前
市
常
盤
坂
)
か
ら
割
り
出
さ
れ
'
九
月
二
日

に
は
'
霊
屋
建
立
に
伴

っ
て
普
請
場
の
錠
が
定
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
｡

(2
)
『
江
戸
日
記
』
の
延
宝
九
年

(
一
六
八

一
)
六
月
三
十
日
に
は
､
｢寛

海
様
'
宗
瑞
様
御
骨
'
涼
松
院
様
御
棺
'
浄
心
様
御
棺
'
寿
昌
院
よ

り
津
梁
院
御
廟
所
土
中
奉
納
侯
｣
と
あ
る
｡
寿
昌
院
は
'
弘
前
の
長

勝
寺
の
末
寺
で
､
お
な
じ
-
長
勝
寺
横
に
あ
る
曹
洞
宗
頓
川
山
寿
昌

院
と
考
え
ら
れ
る
｡
浄
福
寺
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
信
枚
'
津
梁
院
の

旧
墓
地
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
信
義
'
信
政
室
'
信
書
室
の
遺
体
や
棺

は
'
津
梁
院
移
転
先
の
津
軽
家
墓
所
に
改
葬
さ
れ
る
ま
で
の
間
'
国

元
で
保
管
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

(3
)
報
恩
寺
の
信
著
の
墓
は
'
土
壌
に
座
棺
を
い
れ
'
そ
の
上
を
四
枚
の

兼
平
石
で
塞
い
だ
も
の
で
あ
っ
た

(陸
奥
史
談
会

一
九
五
四
)｡
墓
は
'

藩
主
に
な
る
前
に
死
亡
し
た
承
砧
の
墓
に
比
べ
て
も
簡
素
な
構
造
で
'

藩
主
の
本
葬
墓
と
は
考
え
に
-
い
｡
実
際
'
遺
体
の
痕
跡
も
確
認
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
'
遺
体
そ
の
も
の
は
長
勝
寺
か
ら
改
葬
さ
れ

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
｡

(4
)
八
代
藩
主
信
明
の
五
輪
塔
に
造
営
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
'
施

主
と
し
て

｢真
鳶
院

(七
代
藩
主
信
寧
室
)
｣
と

｢項
池
院

(信
明
室
)｣

の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
信
明
の

一
周
忌
に
あ
た
る

一
七

九
二
年
か
ら
真
裏
院
の
亡
-
な

っ
た
文
化
二
年

(
一
八
〇
五
)
の
間

に
造
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
｡

(引
用

･
参
考
文
献
)

青
森
県
教
育
委
員
会

(
一
九
七
九
)
『青
森
県
の
近
世
社
寺
』

青
森
県
教
育
委
員
会

(
一
九
九

一
)
『青
森
県
の
近
世
社
寺
建
築

(Ⅱ
)』

伊
東
信
雄
編

(
一
九
七
九
)
『瑞
鳳
殿
伊
達
政
宗
の
墓
と
そ
の
遺
品
』

伊
東
后
雄
編

(
一
九
八
五
)
『感
仙
殿
伊
達
忠
宗

･
善
応
殿
伊
達
綱
宗
の
墓
と

そ
の
遺
品
』

岩
崎
敏
夫

(
一
九
七
三
)
『
八
乗
寺
木
製
五
輪
塔
の
研
究
』
高
菜
堂
書
店

上
杉
家

(
一
九
九
六
)
『米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
治
憲
廟
墓
境
修
復
説
明
資
料
』

大
藤
ゆ
き

(
T
九
六
八
)
『
児
や
ら
い
』
岩
崎
美
術
社

岡
本
桂
典

･
井
上
雅
孝
編

(
一
九
八
八
)
『
旧
弘
前
藩
主
津
軽
家
墓
所
石
塔
修

復
調
査
報
告
』
遍
照
尊
院

岡
星
英
治
は
か

(
一
九
九
三
)
『
国
指
定
史
跡
榊
原
康
政
の
墓
調
査
報
告
書
』

館
林
市
教
育
委
員
会

岡
山
市
遺
跡
調
査
団

(
一
九
七
八
)
『池
田
忠
継
廟
地
下
遺
構
発
掘
調
査
概
要
』

加
藤
晋
平
は
か
編

(
一
九
九
六
)
『
上
野
忍
ケ
岡
遺
跡
国
立
西
洋
美
術
館
地
点
』

鎌
木
義
昌
は
か

(
一
九
六
四
)
『
池
田
忠
雄
墓
所
調
査
報
告
書
』
岡
山
市
教
育

委
員
会

河
越
逸
行

(
一
九
七
五
)
『掘
り
出
さ
れ
た
江
戸
時
代
』
丸
善

河
原
芳
嗣

(
一
九
九
三
)
『探
訪

･
江
戸
大
名
旗
本
の
墓
』
毎
日
新
聞
社

九
州
近
世
陶
磁
学
会

(
二
〇
〇
〇
)
『
九
州
陶
磁
の
編
年
』

古
泉
弘

(
二
〇
〇
一
a
)
｢墓
の
諸
相
｣
『
図
説
江
戸
考
古
学
研
究
事
典
』
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一
三
六
～
一
四
二
頁

柏
書
房

古
泉
弘

(
二
〇
〇
一
b
)
｢
埋
葬
形
式
｣
『
図
説
江
戸
考
古
学
研
究
事
典
』

一
四
二
～
一
四
五
頁

柏
書
房

惟
村
忠
志

･
竹
内
俊
之
編

(
一
九
九

°
)
『東
叡
山
寛
永
寺
護
国
院

都
立
上

野
高
等
学
校
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
都
立
学
校
遺
跡
調
査

会

篠
村
正
雄

(
l
九
九
四
)
｢浅
草
常
福
寺
口
上
書
と
御
足
舗
え
常
福
寺
御
由
緒

略
覚
｣
『市
史
ひ
ろ
さ
き
』
第
三
号

一
三
〇
～
一
四
二
頁

篠
村
正
雄

(
一
九
九
五
)
｢津
梁
院
境
内
廟
所
図
｣
『
市
史
ひ
ろ
さ
き
』
第
4

号

九

〇
～
九
九
頁

篠
村
正
雄

(
一
九
九
七
)
｢寓
隆
寺

･
妙
毒
寺

･
南
谷
寺
と
津
軽
藩
主
の
墓
石
｣

『市
史
ひ
ろ
さ
き
』
第
6
号

四
四
～
五
五
頁

鈴
木
公
雄
編

(
一
九
八
｣ハ
)
『
長
岡
藩
主
牧
野
家
墓
所
発
掘
調
査
報
告
書
』

港
区
教
育
委
員
会

鈴
木
尚

･
矢
島
恭
介

･
山
辺
知
行
編

(
一
九
｣ハ
七
)
『増
上
寺
徳
川
将
軍
墓
と

そ
の
遺
品

･
遺
体
』
東
京
大
学
出
版
会

高
山
優

･
牟
田
行
秀

(
二
〇
〇
〇
)
｢鍋
島
家
旧
麻
布
墓
所
の
改
葬
に
伴
う
立

会
調
査
｣

『港
区
文
化
財
調
査
集
録
』
第
五
集

一
～
二

一頁

谷
川
章
雄

(
一
九
九

一
)
｢
江
戸
の
墓
地
の
発
掘
｣
『挺
る
江
戸
』
七
九
～
一

二

頁

江
戸
遺
跡
研
究
会

谷
川
章
雄

(
一
九
九
六
)
｢
江
戸
の
墓
の
埋
葬
施
設
と
副
葬
品
｣
『
江
戸
時
代

の
墓
と
葬
制
』

一
二
五
～
一
四
〇
頁

江
戸
遺
跡
研
究
会

谷
川
章
雄

(
一
九
九
八
)
｢
瑞
聖
寺
出
土
の
伊
達
家
の
胞
衣
桶
に
つ
い
て
｣

『港
区
文
化
財
調
査
収
録
』
第
四
集

一
七
～
二
二
頁

東
北
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

(
二
〇
〇
〇
)
『東
北
大
学
埋
蔵

文
化
財
調
査
年
報
』
十
三

相
木
真

(
l
九
九
四
)
｢
河
越
逸
行
氏
寄
贈
資
料
｣
『
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博

物
館
研
究
紀
要
』
第
二
号

一
二
七
～
一
三

一
頁

似
内
啓
邦

･
佐
々
木
裏
史
ほ
か

(
一
九
九
八
)
『
聖
蓑
禅
寺
南
部
垂
直
墓
所
発

掘
調
査
報
告
書
』
盛
岡
市
教
育
委
員
会

根
本
信
孝

(
二
〇
〇
一
a
)
｢松
平
直
矩
墳
墓
｣
『白
河
市
史
四
自
然

･
考
古
』

五
六
三
～
五
七
〇
頁

根
本
信
孝

(
二
〇
〇
一
b
)
｢松
平
基
知
墳
墓
｣
『白
河
市
史
四
自
然

･
考
古
』

五
七

一
～
五
八
〇
頁

弘
前
市
立
博
物
館

(
一
九
八
三
)
『
昭
和
五
七
年
度
墓
確
認
調
査
報
告
書

弘

前
の
墓
』

弘
前
市
立
博
物
館

(
一
九
八
四
)
『
昭
和
五
八
年
度
墓
確
認
調
査
報
告
書

弘

前
の
墓
』

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
編

(
一
九
七
七
)
『津
軽
史
事
典
』
名
著
出
版

松
本
健

(
l
九
九
二
)
｢
大
名
家
の
墓
制
｣
『
国
学
院
雑
誌
』
九
三
I

T
二

一～
八
頁

松
本
健

(
一
九
九
八
)
｢瑞
聖
寺
旧
伊
達
家
墓
所
出
土

｢胞
衣
桶
｣
の
保
存
処

理
に
伴
う
調
査
｣
『港
区
文
化
財
調
査
集
録
』
四

一
～
一
六
頁

陸
奥
史
談
会

(
一
九
五
四
)
『陸
奥
史
談
』
第
三
三
輯

報
恩
寺
特
大
号

山
川
浩
実

(
一
九
七
五
)
『慈
光
寺
蜂
須
賀
家

･
藩
士
墓
出
土
遺
品
の
研
究
』




